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はじめに 

 
横浜市は、「2050 年までの温室効果ガス実質排出ゼロ（脱炭素化）」（「Zero Carbon 

Yokohama」）を本市の温暖化対策の目指す姿（ゴール）とし、温暖化対策に取り組んでいま

す。 

建築物は、建設に伴う資源の利用、供用に伴う照明、空調等のエネルギー消費、解体の際

の建設副産物の発生など、建設から解体撤去まで、環境に対し様々な負荷を与えています。

こうした中、平成 27年には「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省

エネ法）」が制定され、非住宅建築物への省エネ基準適合義務など、建築物の省エネ性能の

向上がより一層求められることとなりました。 

  このような中で、建築物環境配慮制度（ＣＡＳＢＥＥ横浜）は、建築主・設計者に環境配

慮を促すとともに、設定した評価ツールによる環境配慮の取組内容の自己評価・届出を求め、

評価結果を公表することにより、優れた環境配慮がなされた建築物の普及をねらいとして

います。 

 本制度は平成 17 年度から開始していますが、建築物の地球温暖化対策を推進するため、

平成 22 年度から届出の対象を拡大するとともに、不動産広告等に評価結果の表示をしてい

ただく「建築物環境性能表示」を開始しました。 

平成 24年度から、戸建住宅を含む床面積の合計が 2,000㎡未満の建築物についても、希

望者が届出できるよう（任意の届出）、制度を拡充しました。 

 平成 28年度からは、東日本大震災などによる災害への備え、省エネルギーの重要性の高

まりや超高齢社会への対応など、本市を取り巻く状況は大きく変化しており、横浜の未来を

見据えた環境・温暖化対策を推進するため、新たな重点項目としました。 

あわせて、建築物環境性能表示について、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法

律（以下「建築物省エネ法」という。）第７条に基づく「建築物のエネルギー消費性能の表

示」の動向等も踏まえ、「横浜市建築物環境性能表示基準」の一部改正を実施しました。 

令和４年度からは、「横浜市建築物における木材の利用の促進に関する方針」の策定に伴

い、木材利用の促進の一環として、横浜市建築物環境性能表示等に木材利用の取組を任意で

表示できるように「横浜市建築物環境性能表示基準」等の一部改正を行いました。また、SDGs

達成に資する取組についても、任意で評価できるように「建築環境 SDGs チェックリスト」

を追加しました。 

本マニュアルは建築主や設計者の方々に制度の趣旨やしくみの理解を深めていただくた

めのものであり、制度の内容と届出に際しての建築物環境配慮計画の作成方法について解

説しています。 

 建築物の環境配慮を進めるためには、計画の早い段階から幅広く検討することが効果的

です。本図書を活用し、建築主、設計者の方々の取組を進めていただくと共に、環境配慮に

積極的に取り組んだ建築物の評価が高まり、環境配慮の取組が普及するよう、建築物を使用

する多くの方々の理解と協力をお願いするものです。 

 

令和 8年 4月 

横 浜 市 
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第Ⅰ章 横浜市建築物環境配慮制度について 

建築物は、建設から供用、廃棄を通じて環境へ様々な負荷を与えます。横浜市では、平

成 16年 10月 21日に横浜市環境審議会から「横浜市における建築物環境配慮促進のあり

方について」答申を受け、横浜市建築物環境配慮制度を創設しました。この制度は、建築

物の建築に際して、総合的な環境配慮の取組を促す制度です。 

横浜市建築物環境配慮制度は、建築主がその建物の「建築物環境配慮計画」を作成する

ことによって、建物の省エネルギー対策や長寿命化、周辺のまちなみとの調和、緑化対策

など、総合的な環境配慮の取組を進めるものです。建築主は、建物を計画する際に、「Ｃ

ＡＳＢＥＥ（キャスビー）横浜」により自己評価し、横浜市に届出を行います。横浜市は、

評価結果及び建築計画の概要をホームページ等で公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 ＣＡＳＢＥＥ横浜による環境配慮の取組の推進 

 

この制度は平成 17 年 7 月 1 日から実施しており、平成 22 年度には、届出対象を床面

積の合計が 2,000㎡以上に拡大（当初は 5,000㎡超が対象）するとともに、評価結果を不

動産広告に表示する建築物環境性能表示制度を開始しました。また平成 24年 4月からは、

これまで届出義務対象外だった戸建住宅を含む 2,000 ㎡未満の建築物についても、希望

する場合は届出をすることができる（任意の届出）制度に拡充しました。 

※戸建住宅については「ＣＡＳＢＥＥ横浜[戸建]作成マニュアル」をご覧ください。 

 
１ 制度の目的 

○建築物によるエネルギー使用、環境負荷の低減 

○環境負荷が低く、環境品質が高い、長寿命な建築物の普及促進 

○緑豊かなまちづくり、まちなみ、景観への取組の促進 

○建築物の環境配慮技術の開発及び普及の促進 

○建築物の環境配慮に対する理解の浸透 
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２ 根拠法令等 

・ 横浜市生活環境の保全等に関する条例 

・ 横浜市生活環境の保全等に関する条例施行規則 

・ 横浜市生活環境の保全等に関する条例施行細則 

・ 建築物環境配慮指針 

・ 横浜市特定外建築物環境配慮計画の届出に関する要綱 

・ 横浜市建築物環境性能表示基準 

※建築基準法に基づく確認申請の建築基準関係規定ではありません。 
 

３ 環境配慮の範囲 

建築物による環境負荷の低減をめざし、建築物が、敷地外に対して及ぼす大気汚染や騒

音発生、エネルギー・資源消費、廃棄物発生などの環境影響を低減（環境負荷低減）する

取組を進めます。 

また、建築物を使用する者にとって重要な室内環境、建築物の長寿命化のために必要な

維持管理のしやすさや耐久性、地域環境にも影響するまちなみ・景観への配慮など、建築

物の品質（環境品質）についての取組もあわせて進めていきます。 
 

４ 届出対象建築物（特定建築物等） 

建築物環境配慮制度において、届出の対象となる建築物は、次のとおりです。 

・特定建築物：届出は義務 

床面積（増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の床面積）の

合計が 2,000m2以上の建築物（戸建住宅は除く） 

  ・特定外建築物：届出は任意 

床面積（増築又は改築の場合にあっては、当該増築又は改築に係る部分の床面積）の

合計が 2,000m2未満の建築物 及び 戸建住宅 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 ＣＡＳＢＥＥ横浜の届出対象建築物 

以下、「特定建築物」と「特定外建築物」を合わせて「特定建築物等」とします。 

同一区域内に複数の建築物がある場合は、棟ごとに対象建築物に該当するかを判断し

ます。 
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５ 環境配慮の取組の評価基準 

建築物の環境配慮の評価については、多岐にわたる配慮項目について総合的に評価す

る必要があり、市民にわかりやすく提供することも考慮して、次に述べる「建築環境総合

性能評価システム（ＣＡＳＢＥＥ）」の評価手法を基本とします。 
 

建築環境総合性能評価システム（ＣＡＳＢＥＥ：Comprehensive Assessment System for 

Built Environment Efficiency、キャスビー）は、諸外国での建築物環境性能総合評価の

普及を背景に、平成 15年に国土交通省、学識経験者など産官学の共同により開発された

システムです。 

ＣＡＳＢＥＥでは、建築物敷地境界等による仮想境界で区分された内外二つの空間を

想定し、境界内部の建築物の環境品質に係る要素（Q：Quality）、境界を越えて外部に与

える環境負荷に係る要素（L：Loading）のそれぞれの環境配慮項目について取組を評価し

ます。これらを統合し、次式で示される建築物の環境効率（BEE：Built Environment 

Efficiency）という数値を用いて、建築物の環境性能を総合的に評価するシステムとなっ

ています。 

ＢＥＥ＝Ｑ／Ｌ 

建築物の環境効率 BEEは、建物の環境品質（Ｑ）を向上した場合、また外部への環境負

荷（Ｌ）を低減した場合ほど高くなります。ＣＡＳＢＥＥによる評価では BEE値に応じて

「S ランク（素晴らしい）」から、「A ランク（大変良い）」「B+ランク（良い）」「B－ランク

（やや劣る）」「Cランク（劣る）」という５段階の格付けが与えられます。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 1-3 建築物環境効率 ＢＥＥ値 

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）
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表1-1 BEE値によるランクと評価の対応 

ランク 評価 BEE 値ほか ランク表示 

S Excellent 素晴らしい BEE=3.0 以上、Q=50 以上 ★★★★★ 

A Very Good 大変良い BEE=1.5 以上 3.0 未満 ★★★★ 

B+ Good 良い BEE=1.0 以上 1.5 未満 ★★★ 

B- Fairly Poor やや劣る BEE=0.5 以上 1.0 未満 ★★ 

C Poor 劣る BEE=0.5 未満 ★ 

 

ＣＡＳＢＥＥはいくつかのツール群で構成されますが、このうち、「ＣＡＳＢＥＥ-建築

（新築）」を基本として、建築物環境配慮指針に基づき横浜市の制度用に編集したシステ

ムが「ＣＡＳＢＥＥ横浜」です。この枠組みで環境配慮の取組を自己評価していただくと

ともに、特定建築物については建築物環境配慮計画を作成し、届け出ていただきます。 

「ＣＡＳＢＥＥ横浜」による環境配慮計画の作成は、「ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）」を

一部アレンジした「評価用ソフト」と、横浜市の重点項目（次節参照）への取組状況を市

民にわかりやすく表示するための「公表用ソフト」を使用します。また、環境性能表示が

必要となる広告を行う場合は「表示ラベル作成ソフト」を使用します。「ＣＡＳＢＥＥ横

浜」による建築物環境配慮計画の作成方法等の解説は第Ⅲ章を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

図 1-4 ＣＡＳＢＥＥ横浜の全体像 

ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト 

（ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）評価ソフトを 

横浜市用に一部アレンジ） 

ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）評価マニュアル 

ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト 

建築物の総合環境性能評価の最

終結果を表示 

（BEE、LCCO2 など） 

重点項目への取組状況を 

市民に分かりやすく表示 

表示ラベル作成ソフト 環境配慮の取組状況を 

広告用に表示 

ＣＡＳＢＥＥ横浜作成マニュアル（本書） 

結果を転記 

テキスト： 

 

テキスト： 
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６ 横浜市における建築物環境配慮の重点項目（横浜市の重点項目） 

ＣＡＳＢＥＥには、建築物の環境性能を総合的に評価するため、多数の環境配慮項目が

ありますが、ＣＡＳＢＥＥ横浜では横浜市の地域性等を踏まえ、建築主に建築に際して特

に取組を推進していただきたい４つの重点項目を設け、公表に際してわかりやすく表示

する工夫をします。 

 
（１）「建築物の省エネルギー性能」に関する項目 Ｅ：（Energy Saving） 

建物の省エネルギー化は、増加する家庭・業務部門の温室効果ガス排出量削減を図るた

めに不可欠です。建物の省エネルギー化をより一層推進するとともに、エネルギー性能に

優れた建築物が適切に評価・選別される環境整備を促進します。 

 

（２）「健康・快適な職住環境」に関する項目 Ｗ：（Smart Wellness Community） 
急速に進展する超高齢化を見据えながら、オフィス等では「快適・働きやすさ」、住宅で

は「健康・安心」といった、国が推進するスマート・ウェルネス・コミュニティ（健康長

寿社会）のコンセプトに通じる取組の普及を奨めます。 
 

（３）「防災への配慮」に関する項目 Ｒ：（Resilience） 
長寿命化対策の耐震性などは、当然確保すべき性能ととらえ、耐震性などに加え BLCP

（業務・生活継続計画）に関連する取組など、震災時等への備えを推進します。 
 

（４）「地域・まちづくりへの貢献」に関する項目 Ｔ：（Township and Townscape） 
まちなみ・景観に加え、生物多様性向上や地域活動支援も含めたより広い取組を評価し、

都市の魅力や住みやすさにも繋がる取組を促します。 
 

７ 届出の手続き 

特定建築物（床面積の合計が 2,000 ㎡以上の建築物）の建築（新築、増築、改築）を

しようとする方（以下「特定建築主」といいます。）は「建築物環境配慮計画」を作成し、

建築確認申請又は計画通知予定日の２１日前まで に横浜市長に届け出てください。 
特定外建築物（床面積が 2,000 ㎡未満の建築物）の建築をしようとする方（以下「特

定外建築主」といいます。）で、希望する場合は、同様に「建築物環境配慮計画」を作成

し、工事着手予定日の前までに横浜市長に届け出ることができます。（任意の届出） 

 

（１）建築物環境配慮計画の届出 
建築物環境配慮計画は、「建築物環境配慮計画届出書」（P12参照）又は「特定外建築物

環境配慮計画届出書」（P19 参照）に表 1-2 に掲げる図書を添えて、正本・副本（計２部）

をＡ４ファイルに綴じて提出してください。  
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 届出書及び添付図書等 備  考 

1 建築物環境配慮計画届出書 又は 

特定外建築物環境配慮計画届出書 

細則第 36号様式の２ 

要綱第 1号様式 

2 委任状  

3 ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価結果 

①メインシート 
②スコアシート 
③結果シート 
④ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト 
⑤貼り付け画像 
(外観パース JPEG形式等) 

ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフトにより、建築物環境
配慮計画を作成してください。 
作成方法の解説は、第Ⅲ章を参照してください。 
①～③：ソフトの中のシートを印刷したものを添付
してください。（SDGs 評価を行った場合は「SDGs 評
価あり」の結果シート） 
④・⑤：CD－R等の電子データにより提出してくださ

い。 
※④・⑤の電子データをメールで提出する場合、届出 
の受付後に以下のアドレス宛に送付ください。 
kc-casbee@city.yokohama.lg.jp 

4 ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表シート 

①重点項目シート 
②公表用スコアシート 
③ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト 
 

 

ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフトにより、ホームペー

ジ用公表シートを作成してください。 
作成方法の解説は、第Ⅲ章を参照してください。 
①・②：ソフトの中のシートを印刷したものを添付し

てください。 
③：CD－R 等の電子データにより提出してください。 
※③の電子データをメールで提出する場合、届出 
の受付後に以下のアドレス宛に送付ください。 
kc-casbee@city.yokohama.lg.jp 

5 案内図  

6 配置図 緑化計画図 

7 平面図  

8 立面図  

9 断面図  

10 面積表  

11 省エネルギー計画書の写し※2 

 

※2 BPI と BEI の計算対象となる部分

がなく、建築物省エネ法の規制対

象外となる建築物の場合は不要 

・計画書の写し※3 

・計算プログラムの出力様式（結果の部分） 等 

 

※3 申請時に省エネ計算未確定の場合、その時点では添付いだ

かなくても問題ありません。 

   申請時にその旨をお伝えいただいた上で、確定後に追加の

ご提出をお願いいたします。 

12 その他 ※4 横浜市重点項目及びレベル３を上回る採点をした項目

については、資料を求める場合があります。 

マニュアル中、資料の提示や取組内容の記述が求められ

ている場合は、原則として評価した取組ごとに記述等が

必要です。（Q3及び LR3-2.2など） 

表 1-2建築物環境配慮計画届出書及び添付図書（正・副 2部） 
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※4 計算根拠等が必要な項目の例（その他の項目についても、根拠資料を求める場合があります。） 

【緑化関係】 

以下の項目のポイントを取る場合は、計画内容が確認できる図面（緑化計画図、配置

図、立面図等）に計算が確認できるよう寸法・面積等を記載して提出してください。 

Q3-1 生物環境の保全と創出 

Ⅲ1)外構緑化指数 2)建物緑化指数 

Q3-3.2 敷地内温熱環境の向上 

Ⅰ2)空地率 Ⅱ1)水平投影面積率 Ⅲ1)緑被率、水被率、水平投影面積率 2)舗装面積率 
Ⅳ1)屋上緑化面積 2)外壁対策面積率 

LR3-2.2 温熱環境悪化の改善 

2)②見付面積比 ③隣棟間隔指標 3)①地表面対策面積率 ②屋根面対策面積率  
 

【環境配慮技術の導入】（公表用ソフト） 

太陽光発電や太陽熱利用、エネルギーマネジメントシステム他、環境配慮技術を導入 
する場合は、導入状況が確認できる資料を提出してください。 
 

【木材利用】（公表用ソフト） 

   木材利用ありとする場合は、下記の資料を提出してください。 

・木材使用量がレベル３以上であることが確認できる資料（「建築物の木材利用に関

する評価並びに木材利用優良建築物の表彰及び当該建築物に係る計画であること

の確認に関する要綱」第３条３項に定める木材利用評価シート（様式１）） 

または 

・周囲や利用者から見える場所に木材が使用されていることが確認できる資料 
 

【SDGs 利用】（建築環境 SDGs チェックリスト） 

任意で SDGs評価を行った場合で、建築環境 SDGs独自の採点項目のうち２点以上の 
採点をした項目がある場合、加点対象へチェックを入れて加点した場合は、内容が確認 
できる資料を提出してください。 
 

 

（２）建築物環境配慮計画の変更の届出 
建築物環境配慮計画に記載されている事項を変更する場合は、「建築物（特定外建築物）

環境配慮計画 変更 届出書」（P16、P21参照）により正本・副本（計２部）を提出してく

ださい。添付図書は、（１）表 1-2のうち変更にかかわる図書および電子データです。 
特定建築物における提出時期は次のとおりです。 
① 建築確認申請又は計画通知の変更を伴う場合は、確認申請又は計画通知予定日の

15 日前まで。 
② 特定建築物の概要又は、特定建築物の建築に係る環境への負荷の低減に関する事

項を変更する場合は、変更に係る工事着手の予定日の 15 日前まで。 
③ 特定建築主の氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名、特

定建築物の名称及び所在地の事項を変更する時は、変更後速やかに。 
特定外建築物では、上記①～③のいずれの場合も変更後速やかに提出してください。 
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（３）工事完了の届出 
届出を行った建築物の建築に係る工事が完了した日から 15日以内に、「特定建築物（特

定外建築物）工事完了届出書」（P14、P24参照）により届け出てください。(正副２部) 

（４）建築中止の届出 
届出を行った建築物の建築を中止したときには、建築を中止した日以後、速やかに、

「特定建築物（特定外建築物）中止届出書」(P18、P23 参照)により届け出てください。

(正副２部) 

 

（５）建築物環境性能表示の届出 
建築物環境性能表示を表示した日から、15日以内に、「建築物（特定外建築物）環境性

能表示(変更)届出書」により届け出てください。(正副２部)  

詳細については、「第Ⅱ章 建築物環境性能表示について」を確認してください。 

 
（６） 届出方法 

届出方法は次の通りです。 
①  直接窓口までお持ちください。 
②  到達が確認できる方法により郵送してください。 

 詳細は CASBEE 横浜のホームページをご確認ください。 

③  「変更届出」の一部、「表示届出」、「完了届出」、「中止届出」については、 
電子申請が可能です。 

 詳細は CASBEE 横浜のホームページをご確認ください。 
  ※計画届出の電子申請はできません。 

 
 
 
 

 

 

届出窓口：横浜市建築局 建築指導部 建築企画課 

横浜市中区本町 6丁目 50番地の 10 25階 

電話：045-671-4526 
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８ 届出内容の公表 

届け出ていただいた建築物環境配慮計画の概要は、横浜市のホームページ及び担当窓

口（建築局 建築企画課)で公表します。 

公表する内容は次のとおりです。 

（１）特定（特定外）建築主の氏名（法人にあっては名称） 

（２）特定（特定外）建築物の名称及び所在地 

（３）設計者の氏名または、建築士事務所名 

（４）特定（特定外）建築物の概要 

（５）建築物（特定外建築物）の環境への負荷の低減等に関する事項 

ＣＡＳＢＥＥ横浜の 

①結果シート 

②公表用スコアシート 

③重点項目シート 

※公表期間は、おおむね 5年間とします。 
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９ 指導・助言・勧告 

（１）指導・助言 

届出の内容について確認させていただく為にヒアリング等を行い、根拠となる図書等

を求める場合があります。 

届出があった建築物において環境負荷の低減等を図るための措置が著しく不十分であ

ると認める場合は、建築主に対してその改善を求める指導・助言を行う場合があります。 

特に、横浜市の重点項目（第Ⅰ章－６参照)である次の項目についての配慮が不十分で

あると認める場合は、建築主に対してその改善を求める指導・助言を行う場合があります。 

《横浜市の重点項目》 
Ｅ 建築物の省エネルギー性能に関する項目 
Ｗ 健康・快適な職住環境に関する項目 
Ｒ 防災への配慮に関する項目 
Ｔ 地域・まちづくりへの貢献に関する項目 

また、届出内容等について虚偽があったときや、必要な各届出をしていない場合には、

内容を是正すべきこと及び改善を求める指導を行う場合があります。 
 

 （２）勧告 

正当な理由なく建築物環境配慮計画の届出を行わない場合は、期限を定めて当該届出

を行うべきことを勧告します。また、正当な理由なく勧告に従わなかったときは、その旨

を公表する場合があります。 
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１０ 建築物環境配慮制度の届出手続の流れ（フロー図） 

建築物環境配慮制度の届出手続の流れ（フロー図）を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 

 

図 1-5 届出手続の流れ（フロー図） 

特定（特定外）建築主 横 浜 市 

横浜市建築物環境配慮指針 特定（特定外）建築物の計画 

提出 

工事完了の届出 

環境配慮義務 

工事が完了した日

から 15日以内 

建築物環境配慮計画の 
概要の公表 

建築物環境配慮計画の作成 

(建築物環境配慮計画の届出)

 

提出 

建築物環境配慮計画 
変更の届出 

変更に係る 

建築確認申請予定

日又は工事着手予

定日の 15 日前まで

（変更後速やかに） 

建築確認申請予定

日の 21日前まで 

（工事着手予定日

前まで） 

建築物環境配慮計画の 
概要の公表 

指導・助言 

提出 
建築物環境配慮計画の 

概要の公表 

指導・助言 
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（２）特定外建築物（床面積の合計が2,000㎡未満の建築物） 

特定外建築物環境配慮計画届出書の記入上の注意事項 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＡＳＢＥＥ評価員制度における 
評価員登録番号をお持ちの方は、 
その登録番号を記入してください。 

本届出に対する連絡の窓口となっていただ

ける方を記入してください。 
 

 ※欄は記入しないでください。 
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該当するすべてのチェックボックスに

「レ」マークを入れてください。P49 を参

照し、類する用途区分に「レ」マークを入

れてください。 

別添と記入 



  ＣＡＳＢＥＥ横浜（2025 年版 v.1. 1） 
第Ⅰ章 横浜市建築物環境配慮制度について  

 

 
 

21 

特定外建築物環境配慮計画 変更 届出書の記入上の注意事項 
  

本届出に対する連絡の窓口となっていただ

ける方を記入してください。 
 

 ※欄は記入しないでください。 
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特定外建築物中止（取下）届の記入上の注意事項 
 

 

 ※欄は記入しないでください。 
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特定外建築物工事完了届出書の記入上の注意事項 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本届出に対する連絡の窓口となっていただ

ける方を記入してください。 
 

 ※欄は記入しないでください。 
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完了届の提出に際し、前回の手続き（特

定外建築物環境配慮計画届出書 または 
特定外建築物環境配慮計画変更届出書）

から変更が無いことを確認し、チェック

を入れてください。 
※変更がある場合は、特定外建築物環境

配慮計画変更届出書を提出してくださ

い。 
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第Ⅱ章 横浜市建築物環境性能表示について 
 

１ 建築物環境性能表示の概要 

（１）建築物環境性能表示の目的 

   横浜市では、平成 22年４月１日より、不動産広告等に建築物環境性能表示を義務付

ける制度を導入しました。 

   建築物環境性能表示は、建築物環境配慮制度で届出が必要となる特定建築物の内、販

売等を目的とした不動産広告等を行う際に、建築物の環境性能に関する情報を広告上

に表示し、購入または貸借しようとする方にその情報を提供するためのものです。 

   平成 24 年４月１日より、2,000 ㎡未満の建築物における任意の届出制度の実施に伴

い、届出を行った特定外建築物については、建築物環境性能表示を任意で表示できる

ようになりました。 
 

○購入または賃借しようとする方に対し、環境に配慮した建築物を選択するための

選択肢を提供する。 

○環境配慮型の建築物がより高く評価される市場の形成を図る。 

○建築主の自主的な環境配慮の取組を促す。 

 

（２）対象となる建築主 

対象となる建築主は、建築物環境配慮計画制度の対象となる特定建築物（床面積の合

計が 2,000㎡以上の建築物）及び特定外建築物（2,000 ㎡未満の建築物）のうち、販売

又は賃貸を目的とした建築物（以下「販売等建築物」といいます。）を建築しようとす

る方（以下「販売等建築主」といいます。）です。 

 

（３）建築物環境性能表示の内容 

   特定建築物を建築しようとする販売等建築主は、販売又は賃貸を目的とした広告を

しようとするときは、当該販売等建築物の環境配慮への取組の結果を表す「建築物環境

性能表示」を広告中に表示し、表示した旨を届け出てください。（広告への表示義務及

び表示した旨の届出義務） 

なお、ＣＡＳＢＥＥによる評価結果の有効期限は竣工後３年（新築の場合）であり、

表示内容については長期間にわたる性能を保証するものではありません。 
特定外建築物の場合、販売又は賃貸を目的とした広告をしようとするときは、広告中

に表示をすることができます。（表示は任意。ただし、広告へ表示した場合は表示した

旨を届け出るものとします。） 

 

※ 広告への表示をするためには、事前に特定外建築物環境配慮計画届出書を提出し

ていることが必要です。 
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２ 標章（ラベル）の表示内容 

  建築物環境配慮計画書の取組状況の評価結果（ＣＡＳＢＥＥ横浜評価用ソフトによる

環境性能の評価結果→本書第Ⅲ章を参照）に基づき、横浜市の４つの重点項目に対する取

組度合いをふたば
．．．

（  ）の数、総合評価結果を星（★）の数で、標章（ラベル）に表示

します。 

非住宅の建築物の場合は、非住宅用のラベルで表示します。集合住宅の場合は、集合住

宅用のラベルを使って表示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）建物用途 

 図 2-1に示すとおり、ＣＡＳＢＥＥ横浜の評価結果に基づく表示ラベルは、建物の用

途によって表示内容が異なります。非住宅の建築物では「非住宅」、集合住宅では「集

合住宅」とラベルの上部に表示されています。 

 

（２）横浜市の４つの重点項目 

   横浜市では、特に取組を推進していただきたい項目として、「建築物の省エネルギー

性能(Ｅ：Energy Saving）」、「健康・快適な職住環境(Ｗ：Smart Wellness Community)」、

「防災への配慮(Ｒ：Resilience)」、「地域・まちづくりへの貢献(Ｔ：Township and 

Townscape )」の４つの項目を重点項目として位置付けています。各重点項目の評価結

果は、ＣＡＳＢＥＥ横浜の重点項目シートの中に、５点満点で得点表示されています。 

なお「健康・快適な職住環境」は、非住宅では【快適・働きやすさ】、集合住宅では

【健康・安心】と表記されているほか、得点の算定方法もそれぞれ異なりますので、注

意してください。（重点項目の得点の算定方法は、第Ⅲ章 2.1 各重点項目の解説と評

価方法を参照） 
 
 
 

図 2-1 横浜市建築物環境性能表示 
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（３）総合評価 

ＣＡＳＢＥＥ横浜による総合評価結果を表示します。 
 

★★★★★  Ｓ  素晴らしい 

★★★★★  Ａ  大変良い 

★★★★★  Ｂ＋ 良い 

★★★★★  Ｂ－ やや劣る 

★★★★★  Ｃ  劣る 

 

（４）太陽光・太陽熱の利用 

  太陽光発電システム又は太陽熱利用システムが設置されている場合は、太陽のマー

クと文字を表示します。 

太陽光発電システムを設置している場合  

太陽熱利用システムを設置している場合  

太陽光発電及び太陽熱利用システムの両

方を設置している場合  

 

（５）木材利用 

 「建築物の木材利用に関する評価並びに木材利用優良建築物の表彰及び当該建築物

に係る計画であることの確認に関する要綱」第３条に定める方法により、任意で木材利

用の評価を行い、木材使用量がレベル３以上、又は対象建築物の周囲や利用者から見え

る場所に木材が利用されているものについては、丸太のマークと文字を表示します。 

木材使用量レベル３以上又は対象建築物の周囲や

利用者から見える場所に木材が利用されている  

  

（６）エネルギー消費量削減率 

 建築物省エネ法に基づく一次エネルギー消費量の基準値に対する削減率を表示しま

す。計算による評価を行っていない場合は「－（％削減）」と表示されます。 
  

（７）自己評価であることの明示 

 当該ラベルで表示されている評価結果が、届出制度に基づく場合は「本表示は建築主

による自己評価の結果です」と表示されます。一方、横浜市の認証制度に基づく認証を

取得している場合は「本表示は横浜市の認証を取得しています」と表示することができ

ます。（図 2-6 参照） 
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（８）受付 No 

  横浜市に届出した受付番号を表示します。 

 ※評価が確定し手続が終了した後、番号をお伝えします。（返却する副本に番号を記

載します。） 

 

（９）受付日 

  横浜市に届出した受付日を表示します。 

 

（10）ソフトのバージョン 

   評価を行ったＣＡＳＢＥＥ横浜 評価ソフトのバージョンを表示します。    

   ※ソフトのバージョンは、メインシートなどに記載してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 メインシート（抜粋） 

ＣＡＳＢＥＥ横浜のロゴ ＋ 評価を行ったＣＡＳ

ＢＥＥ横浜のソフトのバージョンを表示 

図 2-3 結果シート・重点項目シートとの対応 
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３ 標章（ラベル）の作成方法 

（１）建築物環境性能表示様式 

   標章（ラベル）は、環境性能表示作成ソフト（Microsoft Excel）に出力されたもの

を使用してください。 

広告等に表示する際は、色やサイズ等に注意してください。 

 

  ・ソフトに必要事項を入力すると、その評価結果が標章（ラベル）に反映されます。 

  ・標章（ラベル）をコピーして、広告表示用のデータとして使用することができます。 

 

手順 1)「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価ソフト」「ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト」を使

って、評価建物の「結果シート」「重点項目シート」を用意します。（操作は、

本書第Ⅲ章を参照） 

 

手順 2）「結果シート」「重点項目シート」から必要事項を「環境性能表示作成ソフト」

の「結果入力」シートに転記します。 

 

 

 

 

受付番号を入力します。 
受付番号は手続き完了後、お伝えし
ます。 

図 2-4 環境性能表示作成ソフト「結果入力」シート 

太陽光発電、又は太陽熱利用の導入
の有無をプルダウンメニューから
選びます。 

重点項目への取組度合いの得点（５
点満点）を入力します。 
＜重点項目シートより転記※＞ 

ＣＡＳＢＥＥ横浜の評価結果であ
る BEE ランク（S～C）をプルダウ
ンメニューで選択します。 
＜結果シートより＞ 

横浜市建築物環境配慮基準に基づ
き、木材利用に関する取組をしてい
る場合、「木材利用」をプルダウン
メニューから選びます。 
 

【任意入力】ＣＡＳＢＥＥ横浜公表
用ファイル名を入力 

ＣＡＳＢＥＥ横浜評価用ソフトの
バージョンとファイル名を入力（フ
ァイル名は、任意入力） 

エネルギー消費量削減率 
（増加率）を入力します。 
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手順 3) 評価結果が環境性能表示シートに反映されます。注意事項をご確認の上、標

章（ラベル）をコピーして広告用のデータとして使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-5 環境性能表示シート 
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（２）横浜市建築物環境配慮評価認証を取得した場合 

横浜市建築物環境配慮評価認証を取得した場合は、次のような様式を用いることが

できます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該様式を用いる場合は、環境性能表示作成ソフト（認証用）を使用してください。使

用方法は、通常の環境性能表示作成ソフトと同様です。 

 

  

図 2-6 横浜市建築物環境配慮評価認証を取得した場合の表示方法 
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（３）色指定 

次の CMYK値の比率の色となるように印刷してください。 

 

 

カラーの場合（４色分解による色指定） 白黒の場合 

基本（緑） 

（C:90％、M:10％ 、Y:80％ 、K:0％ ） 

基本（スミ100％ ） 

（C:0％ 、M:0％ 、Y:0％ 、K:100％ ） 

項目網掛け部分（黄緑） 

（C:13.5％、M:1.5％ 、Y:12％ 、K:0％ ） 

項目網掛け部分（スミ20％） 

（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:20％ ） 

得点星印（赤） 

（C:0％、M:90％ 、Y:100％ 、K:0％ ） 

得点星印（スミ100％ ） 

（C:0％ 、M:0％ 、Y:0％ 、K:100％ ） 

未得点星印（薄灰） 

（C:23％、M:16％ 、Y:13％ 、K:2％ ） 

未得点星印（スミ20％） 

（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:20％ ） 

赤文字 

（C:0％、M:90％ 、Y:100％ 、K:0％ ） 

太文字（スミ50％） 

（C:0％ 、M:0％ 、Y:0％ 、K:50％ ） 

白文字 

（C:0％ 、M:0％ 、Y:0％ 、K:0％ ） 

白文字 

（C:0％ 、M:0％ 、Y:0％ 、K:0％ ） 

キャラクター（きゃすびっぴ） キャラクター（きゃすびっぴ） 

 

体及び文字（青） 
（C:80％、M:40％ 、Y:0％ 、K:0％ ） 

 

体（スミ65％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:65％ ） 

顔（黒） 

（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:100％ ） 

顔及び文字（黒） 

（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:100％ ） 

窓（白） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:0％ ） 

窓（白） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:0％ ） 

地球（緑） 
（C:80％、M:0％ 、Y:100％ 、K:0％ ） 

地球（スミ45％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:45％ ） 

ライン（水色） 
（C:70％、M:0％ 、Y:0％ 、K:0％ ） 

ライン（スミ30％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:30％ ） 

非住宅および集合住宅の表示背景（黄緑） 

（C:13.5％、M:1.5％ 、Y:12％ 、K:0％ ） 

非住宅および集合住宅の表示背景（スミ20％） 

（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:20％ ） 

太陽光・熱の利用 太陽光・熱の利用 

 

太陽（赤） 
（C:0％、M:90％ 、Y:100％ 、K:0％ ） 

 

太陽（スミ75％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:75％ ） 

文字（緑） 
（C:90％、M:10％ 、Y:80％ 、K:0％ ） 

文字（黒） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:100％ ） 

網掛け部分（黄緑） 
（C:13.5％、M:1.5％ 、Y:12％ 、K:0％ ） 

網掛け部分（スミ20％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:20％ ） 

木材利用に関する取組 木材利用に関する取組 

 

木材（茶色） 
（C:20％、M:50％ 、Y:100％ 、K:42％ ） 

 

木材（スミ75％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:75％ ） 

文字（緑） 
（C:90％、M:10％ 、Y:80％ 、K:0％ ） 

文字（黒） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:100％ ） 

網掛け部分（黄緑） 
（C:13.5％、M:1.5％ 、Y:12％ 、K:0％ ） 

網掛け部分（スミ20％） 
（C:0％、M:0％ 、Y:0％ 、K:20％ ） 

 

表 2-1 建築物環境性能表示 色の指定 
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（４）サイズ及び文字 

ＣＡＳＢＥＥ横浜により出力された標章を拡大する場合は、図（拡張メタファイ

ル）形式によるなど、文字やキャラクター、ふたば
．．．

（   ）、星印（★）等の配置

や大きさなどについての割合、比率は変更しないでください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）５段階評価を表すふたば
．．．

（  ）の数と位置について 

５段階評価を表すふたば
．．．

（  ）の数は、ＣＡＳＢＥＥ横浜の４つの重点項目につ

いての評価結果を基に表示します。 

ふたば
．．．

（  ）を表示する位置は、重点項目の取組度合いが１の場合は一番左の位

置にふたば
．．．

（  ）を、その右側に丸印（●●●●）を４つ表示します。 

取組度合いが２以上の場合は、取組度合いをふたば
．．．

（  ）の数とし、丸印（●）

を含めて印が５つとなるよう表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-7 サイズ及び文字 

60mm 以上 

Ｘ 
― 
９ 

Ｘ 
― 
９ 

Ｘ 
― 
６ 

Ｘ 
― 
６ 

Ｘ 

37mm 以上 

Ｘ 
― 
３ 

：Ｘ 

Ｘ 

10pt HGP ゴシック E 

7pt HGP ゴシック M 

Ｘ Ｘ 
― 
２ 

7pt HGP ゴシック E 

Ｘ Ｘ 
― 
３ 

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 
― 
３ 

Ｘ 
― 
９ 

Ｘ 
― 
９ 

Ｘ 
― 
９ 

Ｘ 
― 
９ 

4pt HGP ゴシック M 

7pt HGP ゴシック E 

7pt HGP ゴシック E 

２ 
― 
３ 
Ｘ 

２ 
― 
３ 
Ｘ 

5pt HGP ゴシック E 

図 2-8 重点項目の表示方法 

6pt HGP ゴシック M 

5pt HGP ゴシック E 



     ＣＡＳＢＥＥ横浜（2025 年版 v.1. 1） 
第Ⅱ章 横浜市建築物環境性能表示について 

 

 35 

 （６）５段階評価を表す星（★）の数と位置について 

５段階評価を表す星（★）の数は、ＣＡＳＢＥＥ横浜の評価結果を基に星の数を表示

します。星を表示する位置は、星印が１つ（★）の場合は一番左側の位置に星印を、そ

の右側に未得点の星印４つ（★★★★）を表示します。星印が２つ（★★）の場合は一

番左側及びその右側の位置に星印を表示し、星印３つ以降については順次星印を右側

に追加して表示し、未得点の星印を含めて印が５つとなるよう表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）留意事項 

それぞれの項目などを変更することはできません。  

・縦横比率などの変形はできません。 

・構成要素を並べ替えるなどはできません。  

・書体は指定されているため、書体を変えて表示はできません。 

・構成要素の一部を取り出して表示することはできません。 

 

（８）作成ソフトのダウンロード 

表示ラベル作成ソフト（Microsoft Excel）は、ＣＡＳＢＥＥ横浜のホームページか

らダウンロードできます。  

 

 （９）表示の対象となる広告 

価格又は価格帯及び間取りが表示される広告が対象となります。（販売等建築物全体

を広告するものに限る） 

建築物環境性能表示は、その広告の見やすい場所に１箇所以上表示します。 

ただし、書面によるもの（下記の④、⑤は除く）であって、当該広告の面積が 62,370mm2

（日本産業規格Ａ列４番相当（210mm×297mm））以下のものは、表示を省略することが 

できます（※）。 

  

Ｘ 
Ｘ 
― 
２ 

Ｘ 
Ｘ 
― 
２ 

Ｘ 
Ｘ 
― 
２ 

Ｘ 
Ｘ 
― 
２ 

Ｘ 
Ｘ 
― 
２ 

Ｘ 
― 
２ 

図 2-9 総合評価の表示方法 

★：Ｘ 
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① 新聞に掲載される広告       ②雑誌に掲載される広告 

 

 

 

 

 

 

 

 

③新聞への折り込みその他の方法により配布されるチラシ、掲出されるビラ、パンフレッ

ト、小冊子等 

④電子的方式、磁気的方法その他の人の知覚によって認識することができない方法によ

る記録その他これらに類似するもの（CD、DVD、ビデオテープなど） 

⑤インターネットの利用による広告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示を省略できる広告面積の算出方法 

表示を省略できる広告の広告面積の算出方法は、次のとおりです。 

①一つの広告に複数の建築物等の広告が掲載されている場合は、販売等建築主等が広告す

る販売等建築物の広告面積を基準としてください。 

②広告が線などで明確に区分されていない場合は、販売等建築主等が広告する販売等建築

１つの販売等建築物を複数

ページにわたって紹介する

広告の場合、同一のページ中

に価格及び間取りが表示さ

れていなくても、表示の対象

となります。 

図 2-12 インターネット広告例① 

図 2-10 新聞広告例 図 2-11 雑誌広告例 

間取り 

図 2-13 インターネット広告例② 

価格 

間取り 

価格 

間取り 

価格 

間取り 価格 
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物の広告と隣接する他の広告・記事等それぞれについて、隣接する側に一番近い文字、数

字、記号、イラスト及び写真等の隣接側の端と端の中心線を広告の境界と判断して面積を

算出します。 

③②の場合で隣接する広告・記事等がない場合は、書面の端を基準として広告の面積を算出

します。 

 

（10）同一敷地内の複数棟を同一の広告に掲載する場合の取扱い 

①販売等建築物一棟ごとに建築物環境性能表示を表示することが原則です。 

この場合、販売等建築物と建築物環境性能表示との対応関係が分かるよう、対象とな

る棟名などを建築物環境性能表示の隣接した箇所にわかりやすく表示するなどしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

②複数棟のうち、一部が建築物環境性能表示の対象となる場合は、対象となる販売等建築

物についてのみ一棟ごとに建築物環境性能表示を表示します。 

この場合、販売等建築物と建築物環境性能表示との対応関係が分かるよう、対象とな

る棟名などを建築物環境性能表示の隣接した箇所にわかりやすく表示するなどしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

③評価結果が全く同一となる販売等建築物が複数棟ある場合には、表示する建築物環境

性能表示をひとつとすることができます。 

この場合、対象となる複数の販売等建築物と建築物環境性能表示との対応関係が分

かるよう、対象となる複数の販売等建築物の棟名などを建築物環境性能表示の隣接し

た箇所にわかりやすく表示するなどしてください。 

 

【A 棟】 【B 棟】 

【A 棟】 【B 棟】 

【C 棟】 

【Ａ棟】 【Ｂ棟】 

【Ａ棟】 【Ｂ棟】 

図 2-14 複数棟の広告例① 

※Ｃ棟のみ2,000㎡未満で対象外 

図 2-15 複数棟の広告例② 
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（11）同一販売等建築物内で、一部で評価があてはまらない場合の取扱い 

横浜市建築物環境配慮制度では、集合住宅については、一つの棟の代表的な住戸につ

いて評価を行っています。このため、建築物環境性能表示の評価が当てはまらない住戸

がある場合は、該当する項目を示して、下記の要領で建築物環境性能表示の隣接した箇

所にその旨をわかりやすく表示してください。 

例：「健康・安心」の評価については、一部の住戸で該当しないものがあります。 

 

４ 販売等受託者の責務について 

販売等建築主が、販売等建築物の広告、販売若しくは媒介を委託する場合、広告、販売

若しくは媒介の委託先（以下、「販売等受託者」といいます。）に建築物環境性能表示を行

わせてください。また、販売等受託者は、建築物環境性能表示の表示等に協力してくだ

さい。  

 

５ 建築物環境性能表示の表示の届出 

（１）表示の届出  

販売等建築主は、建築物環境性能表示を広告に表示させたときは、その日から起算し

て 15日以内に、「建築物（特定外建築物）環境性能表示（変更）届出書」（P43、P44参照）

に広告又はその写しを添付して届け出てください。 （正副２部） 

表示の届出後、ＣＡＳＢＥＥ横浜ホームページに広告表示があることを公表します。 

同じ販売等建築物の広告を複数回にわたって行う場合は、建築物環境性能表示は複数

回全ての広告に表示しなければなりませんが、最初に表示を行った広告時にのみ届け出

てください。  

同一敷地内に販売等建築物が複数棟ある場合で、広告時期が異なる場合は、それぞれ

の販売等建築物ごとに、最初に表示を行った広告時に届け出てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１期 販売広告 第２期 販売広告 第３期 販売広告 

全ての広告に表示 広告した日から 
15 日以内に届出 

図 2-16 複数回広告する例 
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（２）届出書に添付する広告又はその写し  

届出書に添付する広告又はその写しは、磁気的方法又は光学的方法その他人の知覚に

よって認識することができない方法により記録したもの（CD、DVD、ビデオテープなど）

やインターネットの利用によるものの場合は、広告内容及び建築物環境性能表示が確認

できる箇所を印刷したものを広告の写しとして添付してください。  

 

６ 変更後の表示の取扱い 

（１）建築物環境性能表示の内容に変更が生じた場合  

建築物環境配慮計画の内容に変更が生じたことなどにより、建築物環境性能表示の内

容に次のような変更が生じた場合は、変更後の新たな広告表示及び届出をしてください。  

①横浜市の重点項目の各評価項目における得点数ふたば
．．．

（  ）に変更が生じる場合  

②総合評価の星印（★）の数に変更が生じる場合   

③太陽光発電又は太陽熱利用の導入に変更が生じる場合 

④エネルギー消費量の削減率に変更が生じる場合 

⑤木材利用の有無に変更が生じる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）変更後の建築物環境性能表示による広告 

変更後、速やかに建築物環境性能表示を変更して広告に表示してください。この場合、

変更したことが分かるよう、変更した内容を建築物環境性能表示の隣接した箇所にわか

りやすく表示するなどしてください。  

例：「地域・まちづくり」については、評価が変更になっています（評価を変更しました。）。  

「防災」については、評価が３点から４点に上がりました。  

 

（３）建築物環境性能表示の変更後の届出  

変更後の建築物環境性能表示を広告に表示した日から起算して 15 日以内に、「建築物

環境性能表示（変更）届出書」に変更後の表示を行った広告又はその写しを添付して届

け出てください。  

また、当該建築物を購入又は賃借しようとする方や既に契約を締結した方に対し、変

③ 
① 

④ 

② 

図 2-17 変更箇所 

⑤ 
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更内容を説明してください。 

 

７ 購入者等への説明  

販売等建築主及びその販売等受託者は、当該建築物の購入又は賃借しようとする方に

対し、当該建築物に係る次の説明に努めてください。 

①建築物環境配慮計画が示す環境性能 

②建築物環境性能表示の標章（ラベル）が示す内容と評価の意味 

③建築物環境配慮計画の内容の概要が横浜市のホームページに掲載されていること 

④建築物環境性能表示は、横浜市生活環境の保全等に関する条例・同施行規則に基づく

表示であること 

⑤表示内容は、建築主が自ら評価した建築物環境配慮計画に基づいた結果であること 

⑥建築物環境性能表示を変更した場合は、その変更内容 

 

８ 指導・助言・勧告 

（１）指導・助言 

  建築物環境性能表示や販売等建築物の環境性能の内容の説明について、適切な実施の

ために必要があると認める場合には、改善を求める指導・助言を行う場合があります。 

 

（２）勧告 

  正当な理由なく建築物環境性能表示の表示の届出を行わない場合は、期限を定めて当

該届出を行うべきことを勧告します。 

  また、建築物環境性能表示や環境性能の説明についての指導・助言に従わず、表示内容

が横浜市建築物環境性能表示基準に照らして著しく不十分であると認める場合は、期間

を定めて必要な措置を講じるよう勧告します。 

正当な理由なくこれらの勧告に従わなかったときは、その旨を公表する場合がありま

す。 

 

９ その他の注意事項 

（１）適正な表示  

横浜市生活環境の保全等に関する条例の関係規定、不当景品類及び不当表示防止法、

公益社団法人首都圏不動産公正取引協議会の不動産の表示に関する公正競争規約など、

関係法令等を遵守して適正な表示を行ってください。 

 

（２）建築物環境性能表示における評価結果 

建築物環境性能表示は横浜市が認証を与えるものではなく、販売等建築主の自主的な

環境配慮への取組結果を表示するものです。  
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（３）宅地建物取引業法の重要事項説明との関係  

建築物環境性能表示の内容は、宅地建物取引業法が定める重要事項説明には該当しま

せん。しかし、横浜市生活環境の保全等に関する条例に基づき、販売等建築物を購入し

ようとする方へ説明を行ってください。 
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建築物環境配慮計画の 

概要の公表 

建築物環境配慮計画の 

概要の公表 

建築物環境配慮計画の 

概要の公表 

１０ 建築物環境性能表示の手続の流れ（フロー図） 

建築物環境性能表示の手続の流れ（フロー図）を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

工事完了の届出 
工事が完了した 
日から 15日以内 

工事完了 

広告表示 
建築物環境性能表示の 

表示の届出 

建築物環境配慮 
計画変更の届出 

変更工事着手予定日 
又は 

変更確認申請予定日 
の 15日前まで 

（※変更後速やかに） 

広告表示を行った 
日から 15日以内 

表示内容の 
変更届出 

変更広告表示を 
行った日から 
15日以内 

建築確認申請予定日
の 21日前まで 

(※工事着手予定日
前まで) 

広告表示がされている旨の 

公表 

販売等建築主 
（販売又は賃貸を目的とした建築物
を建築する方） 

横浜市 

建築物環境配慮計画の届出 

広告表示がされている旨の 

公表 

提出 

提出 

提出 

提出 

提出 

図 2-18 手続の流れ（フロー図） 

※特定外建築物の場合 
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１１ 届出様式及び注意事項 

（１）特定建築物（床面積の合計が 2,000 ㎡以上の建築物） 

建築物環境性能表示（変更）届出書の記入上の注意事項 

細則第 36号様式の６（第２条第 47号の６） 

 

建築物環境性能表示（変更）届出書 

年   月   日 

（届出先） 

横 浜 市 長 

届出者 氏 名                  

                      （法人にあっては、名称及びその代表者の氏名） 
 

  横浜市生活環境の保全等に関する条例第 141 条の 10 の規定により、次のとおり届け出ます。 

１ 特定建築主 

フリガナ 
氏  名      

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 
郵便番号   － 
住  所    

電話番号 （  ） 

２ 
特定建築物 
の名称及び所在地 

フリガナ 
名 称 

所在地 

３ 
建築物環境配慮計
画届出書等の受付
番号 

建築物環境配慮計画届出書    第       号 

建築物環境配慮計画変更届出書  第       号 

４ 広告日 
 
    年   月   日 

５ 広告又はその写し 別添のとおり 

６ 販売受託者 

フリガナ 
氏  名     

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 
郵便番号   － 
住  所 

電話番号 （  ） 

７ 備考  

※
受
付
処
理
欄 

 

※

特

記

欄 

 

備考 １ ※印のある欄は、記載しないでください。 
   ２ この届出書は、特定建築物ごとに提出してください。 

３ 届出の変更の際は、７欄に建築物環境性能表示届出書受付番号及び変更の概要を記載してください。 
     

最初に広告に表示した日を記入してく

ださい。※広告をした日から 15 日以内

に届出が必要です。 

届出者は販売等建築主です。 

※欄は記入しないでください。 

変更届の場合は、 
建築物環境性能表示届出書の受付番号及び 
変更の概要を記載してください。 

届出者（販売等建築主）の住所等を

記載してください。 

建築物環境配慮計画届出書の受付番号を記

載してください。 

広告又はその写しを添付して提出

してください。 
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（２）特定外建築物（床面積の合計が 2,000 ㎡未満の建築物） 

特定外建築物環境性能表示（変更）届出書の記入上の注意事項 
 
 
 

届出者（販売等建築主）の住所等を 
記載してください。 

届出者は販売等建築主です。 

 ※欄は記入しないでください。 

最初に広告に表示した日を記入してくだ

さい。※広告をした日から 15 日以内に届

出が必要です。 

変更届の場合は、 
特定外建築物環境性能表示届出書の受付番号及び 
変更の概要を記載してください。 

特定外建築物環境配慮計画届出書の受付番

号を記載してください。 

広告又はその写しを添付して提出

してください。 
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第Ⅲ章 建築物環境配慮計画の作成方法等について 
 

１ 「ＣＡＳＢＥＥ横浜」の作成方法 

 

1.1 ＣＡＳＢＥＥ横浜の構成 

届出対象建築物の建築物環境配慮計画を作成して届け出るためには、１）届出建築物の環

境性能評価、２）評価結果に基づく公表シートの作成、を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 「ＣＡＳＢＥＥ横浜」による環境性能評価 

（１）必要なソフトおよびマニュアル 

・ 「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」 

届出対象建物の環境性能評価を行うためのソフトウェアです。 

ＣＡＳＢＥＥ横浜のホームページからダウンロードして使用します。 

・ 「ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）評価マニュアル 2016年版」 

「ＣＡＳＢＥＥ-建築(新築) 評価マニュアル（2021 年 SDGs対応版）」 

「ＣＡＳＢＥＥ-建築(新築)評価マニュアル（2021年 SDGs対応版）追補版」 

 

※ＣＡＳＢＥＥ横浜 2022 年版より、SDGs 対応版となりました。SDGs 評価を行う場合（任

意）は「ＣＡＳＢＥＥ-建築(新築)評価マニュアル（2021 年 SDGs 対応版）追補版」を参照

してください。横浜独自項目の評価や各ソフトの操作にあたっては、マニュアルを参照しま

す。 

届出建物の環境性能評価（1.2 参照） 

 
「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」 

「ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）評価マニ

ュアル 2016年版」 

「ＣＡＳＢＥＥ-建築(新築)評価マニ

ュアル（2021年 SDGs対応版）」 

「ＣＡＳＢＥＥ-建築(新築)評価マニ

ュアル（2021年 SDGs対応版）追補版」 

 

 

公表シートの作成（1.3 参照） 

 
「ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト」 

「ＣＡＳＢＥＥ横浜 作成マニュアル 

（本書）」 
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「ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）評価マニュアル 2016年版」の入手方法 

ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）評価マニュアルは、一般社団法人 日本サ

ステナブル建築協会から発行されており、インターネットの次のサイ

トから無償でダウンロード（PDFファイル形式）できます。 

https://www.jsbc.or.jp/research-study/casbee/tools/cas_nc.html 

 

また、一般財団法人 住宅・建築 SDGs 推進センターより印刷物として

販売されていますので、購入することもできます。（「ＣＡＳＢＥＥ-建

築(新築) 評価マニュアル（2021 年 SDGs 対応版）」は販売のみで PDF

版ダウンロードはありません） 

 

SDGs 対応版では、SDGs 達成に向けた取組み努力を自己検証するための「建築環境 SDGs 

チェックリスト」が整備されています。建築環境 SDGs の評価項目の集合とＣＡＳＢＥＥの

評価項目の集合には重なる項目があるため、当該項目の評価にはＣＡＳＢＥＥの評価結果

を援用することで評価にかかる負担軽減がされています。 

SDGs の評価は任意となっていますが、SDGs達成に資する各種取組みを簡便に自己評価し、

関係者に明示することができます。ぜひ、サステナビリティ推進活動にお役立てください。 
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（２）「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」のシート構成 

「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」は次のようなシートにより構成されています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3-1 メインシート画面 

 
① メインシート：基本データを入力してください。 

② 結果シート：評価の結果を、グラフ・レーダーチャートなどで表示します。 

            ※SDGs評価の有無にあわせてどちらかを選択します。 

③ 配慮シート：Q1～LR3各項目における環境配慮事項を記述します。 

④ 係数シート：LCCO2標準計算に用いられる排出係数の設定をします。 

⑤ スコアシート：⑥採点シートで採点した結果を一覧で表示します。 

⑥ 採点シート：各項目について、採点を入力するシートです。 

           Q-1 室内環境、Q-2 サービス性能、Q-3 室外環境（敷地内） 
           LR-1 エネルギー、計画書（省エネルギー計画書入力用紙） 

LR-2 資源・マテリアル、LR-3 敷地外環境 

⑦ 計画書シート：省エネルギー計画書から結果を転記するシートです。 

⑧ 建築環境 SDGs チェックリスト：SDGsの各項目について、評価を入力するシートです。 

⑨ CO2計算シート：LCCO2の簡易計算法の過程です。 

⑩ 条件シート：ライフサイクル CO2の算定条件を入力するシートです。 

⑪ 重みシート：重み係数一覧です。 

⑫ CO2データ：計算用のデータベースです。 

 

 

 

  ①      ②     ③ ④ ⑤           ⑥ ⑦          ⑧     ⑨     ⑩   ⑪ ⑫ 
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（３）メインシートへの必要事項の記入 
メインシートに評価する建物の概要（名称、用途、床面積等）をまず記入します。 
メインシートに記述した事項は、結果シートにおける概要欄、解説シートにおける用途等

に反映されます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 「①メインシート」入力画面 

建物概要 

 評価建物の基本

情報（名称、建設地、

規模等）を入力しま

す。これらの情報は

各シート、結果シー

トに自動的に転記

されます。 
 

評価の実施 

 評価実施の日付、

評価者を入力しま

す。 

建物用途名 

建築物省エネ法の届

出に準じた対象用途の

延べ床面積（容積緩和対

象含む）を入力してくだ

さい。事務所、学校、物

販店、集会所は詳細用途

別に面積を入力してく

ださい。 

住居・宿泊部の比率 

病院、ホテル、集合住

宅については＜建物全

体・共用部＞と＜住居・

宿泊＞を別々に評価す

る項目があるので必ず

入力してください。 
 

※建物用途について

は、2)個別用途入力

で選択した用途が表

示されます。 
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（４）ＣＡＳＢＥＥの用途区分について  
次の表を参考に、用途区分を分けて評価を行なってください。事務所、学校、物販店、集

会所の各用途においては、詳細用途別に延床面積の入力を行ってください。 
 

表 3-1 用途区分対応 
建物 

用途名 
詳細用途 適用 適用外 含まれる用途 類する用途 

事務所 事務所、官公庁 事 事 
事務所・庁舎・郵便局

など 
保健所・学習塾 

学校 

幼稚園・保育園、 

小・中学校(北海道)、 

小・中学校(北海道以外）、 

高校、大学・専門学校 

学 学 

小学校・中学校・高等

学校・大学・高等専門

学校・専修学校・各種

学校など 

幼稚園・保育園 

物販店 
デパート・スーパー、 

その他物販 
物 物 

百貨店・マーケットな

ど 

理髪店・美容院

などのサービ

ス店舗 

飲食店  飲 飲 
飲食店・食堂・喫茶店

など 
 

集会所 
劇場・ホール、展示施設、 

スポーツ施設 
会 会 

公会堂・集会場・図書

館・博物館・ボーリン

グ場・体育館・劇場・

映画館など 

寺院・ダンスホ

ール・ぱちんこ

店・その他の遊

技場 

病院  病 病 

病院・老人ホーム・身

体障害者福祉ホーム

など 

診療所 

ホテル  ホ ホ ホテル・旅館など  

集合住宅  住 住 集合住宅（戸建は対象

外） 
 

工場  工 工 工場・倉庫・車庫など 
危険物取扱所・

畜舎・観覧場 

 

注記 

① 用途は、建築物省エネ法の適合性判定に準じた運用とします。 

② １敷地内に、複数棟ある場合は、１棟ごとに特定建築物に該当するかを判定し、1棟ご

とに建築物環境配慮計画を作成してください。 

建築工事に係わる「仮想閉空間」の敷地を想定し、評価を行うこととします。 

③ 工については、1棟の延べ面積により特定建築物に該当するかを判定しますが、評価法

については、生産エリアを除外し、主に居住エリア（執務スペース）を評価の対象としま

す。 

  居住エリア（執務室、守衛室、管理人室等）の無い場合は、「Ｑ－１の全項目とＱ－２

の機能性」については、対象外としてください。省エネ計算の適合性判定が不要な建物で

は「ＬＲ－１の全項目」で対象外としてください。 
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（５）配慮シートへの入力 
 「③配慮シート」には、Q1～LR3 各項目における環境配慮事項および、総合的なコンセ

プトを記述します。「その他」の欄にはＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組のほか、

横浜市の制度等の適用がある場合に、その旨を記載します。 
・横浜市市街地環境設計制度 
・都市計画提案制度 
・横浜市高齢者向け地域優良賃貸住宅 など 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3 「③配慮シート」 

 
（６）スコアシート及び採点シートへの入力（スコアシートは公表しません） 
「⑥採点シート」により採点を行っていれば、自動的に採点結果は「⑤スコアシート」評

価点欄に表示されます。 

スコアシートでは、「スコアシートの評価点欄」において３点を超える評価（４点、５点）

を行った項目については、セルに青味がかかりますので、対象部分の採点シートの環境配慮

概要へ評価の根拠となる配慮事項を簡潔に（30字程度）記述してください。（入力した内容

はスコアシートへ反映されます。）文章が長くなってしまう場合は、根拠資料に記載し、環

境配慮概要欄には「別紙のとおり」と記載してください。昼光率等、数値入力項目も入力し

ます。（３点を超える項目のみ） 

Q3と LR3-2.2については、評価項目として３点を超えていなくても、環境配慮概要へ「別

紙のとおり」と記載し、評価する取組のうち、ポイントを取得している項目について、「対

象部分の数値入力」をし、根拠資料へ評価の根拠となる配慮事項の記載をしてください。 

また Q3と LR3-2.2の計算に、任意で使用できる「CASBEE横浜緑のチェックシート」があ

りますのでご活用ください。 

評価ポイント数で評価を行った項目について、評価ポイントを加算した項目はスコアシー

トの「評価する取組み」の一覧表で確認することができます。数値入力した項目についても、

スコアシートの「主な指標」の一覧表で確認することができます。 

LR3
敷地外環境

その他

注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄物削減・リサイクル、歴史的建造
物の保存など、建物自体の環境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあれ
ば、ここに記載してください。

　 　
■　環境設計の配慮事項 ■建物名称 ○○ビル

計画上の配慮事項

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。
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図 3-4 「⑥採点シート」における記述例Ⅰ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-5 「⑤スコアシート」における記述例Ⅰ 
 

 

３点を超える評価を行った項目については、環境配慮概要へ評価

の根拠となる配慮事項を簡潔に記述してください。 

  

  

入力した内容はスコアシートへ反映されます。 
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図 3-6 「⑥採点シート」における記述例Ⅱ 

 
 
 
 
 
 

 

 

「別紙のとおり」と記載し、別途根拠資料へ 

評価の根拠となる配慮事項を記載します。 

 

ポイントを取得している項目

については、評価対象部分の数

値の入力をしてください。 
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図 3-7 「⑤スコアシート」における「評価する取組み一覧表」と「主な指標」 
 

 

 

  

採点シートで入力した数値が 

反映されます。 

 

評価ポイントを加算した項目やポイ

ント数を確認できます。 
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（７）建築環境 SDGsチェックリストの入力 

 任意で SDGs の評価を行う場合、建築環境 SDGs チェックリストの入力を行います。採点

ボタンが灰色で塗られている部分については、ＣＡＳＢＥＥの採点結果を援用する項目で

あり、新たな採点は不要です。その他、採点ボタンが白色で塗られている部分について、該

当するボタンを選択することで採点ができます。また、評価する取組みに例示されていない

先駆的取組みがある場合は、特筆事項に取組内容を記載した上で、加点対象へチェックを入

れて加点できます。（ただし、加点は最大１点、評価項目点数の合計３点まで） 

 

 

図 3-8 「⑧建築環境 SDGsチェックリスト」 

 

  

 

SDGs 評価を行う場合は 

「実施する」を選択 

 

  
ＣＡＳＢＥＥの採点結果を 

援用する項目（評価不要） 

 

 

加点対象は特筆事項を 

記入してください 

 

 

 

SDGs 独自の採点項目 

（評価必要） 
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（８）ＣＡＳＢＥＥ横浜の評価結果（公表します） 

 結果シート（公表用）には、Q（建築物の環境品質）と LR（建築物の環境負荷低減性）、

BEE（建築物の環境効率）、LCCO2 排出率の結果が、グラフと数値で表示されます。 

結果シートは SDGsの「評価なし」と「評価あり」の２種類あります。SDGsの評価を行った

場合は、SDGｓ「評価あり」の方が公表されます。（SDGs評価は任意） 

ＣＡＳＢＥＥ横浜の結果シート このシートは公表します。 

 
図 3-9 「②結果シート」 

シートが保護されています

ので、貼り付け画像（JPEG

形式等）は別途、電子デー

タで提出してください。 

 

SDGs 評価ありの場合、レーダ

ーチャート部分が SDGs 評価

結果の表示になります 



 

ＣＡＳＢＥＥ横浜（2025 年版 v.1. 1） 
第Ⅲ章 横浜市建築物環境配慮制度について 

  

 

 
56 

1.3 ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト 

「ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト」は、横浜市の４つの重点項目（E：建築物の省エネ

ルギー性能、W：健康・快適な職住環境、R：防災への配慮、T：地域・まちづくりへの貢献）

への取組内容をわかりやすく公表するための「重点項目シート」「公表用スコアシート」を

作成するために使用します。 

（横浜市の重点項目については、第Ⅰ章‐６参照） 

 

（１）ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフトのシート構成 

 ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフトのシートは、次の７枚構成です。 
 

[1] 入力シート１（共通）：４つの重点項目への取組内容と得点を記述します。 
[2] 入力シート２（事務所用）：知的生産性向上の取組の採点をします。 

[3] 入力シート３（集合住宅用）：健康と安心の取組の採点をします。 
[4] 入力シート４（スコア転記）：ＣＡＳＢＥＥ横浜評価用ソフトの評価結果（スコア

シート）を転記（コピー＆ペースト）します。 

[5] 重点項目シート（非住宅用）：[1]で入力した内容を表示します。＜出力用＞ 

[6] 重点項目シート（集合住宅用）：[1]で入力した内容を表示します。＜出力用＞ 

[7] 公表用スコアシート：[4]で転記された各項目のスコアおよび[2][3]の評価結果

を公表用フォーマットで表示します。＜出力用＞ 

[8] チェックシート：[4]で転記された各項目で必要な根拠資料を表示します 

 

 
（２）４つの重点項目への取組状況の入力（入力シート１～３） 
ここで記載の取組内容は、[5]、[6]重点項目シートでそのままホームページ等に公表しま

すので、できる限り分かりやすく記述するようにしてください。 

 

[1] 入力シート１（共通） 

各重点項目に含まれる環境配慮の範囲が広いため、重点項目ごとに丸囲み数字で小項目

を挙げています。該当する小項目（①～）の番号を示し、配慮内容を記述してください。 

重点項目に該当するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目で、３点を超える評価を行った場合は、

記述が必須となります。スコアシート（ＣＡＳＢＥＥ横浜評価用ソフト）の「環境配慮設計

の概要記入欄」に記述していただいた内容を参考に、記述してください（必須）。 

なお、各重点項目における取組の得点は、次節「2.1 各重点項目の解説と評価方法」に

基づいて評価・算出しますが、次の「（３）「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」からのコピ

ーと貼付け」により自動算出されますので、この結果を入力します。 

 「（３）「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」からのコピーと貼付け」を行った場合は、ス
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コアが３を超える得点となった項目が、入力シート上に赤字で表示されますので、必ず環境

配慮設計の概要を入力してください。また、入力シート２でスコアが３を超える場合と、入

力シート３でスコアが５となった項目についても同様に、環境配慮設計の概要を入力して

ください。 
「E：建築物の省エネルギー性能」では配慮内容に加え、エネルギー性能の入力欄に、評

価用ソフトの「計画書」シートで入力したオンサイト再エネを含まない場合と含む場合の

BEI と BEI＊の値を入力してください。 
 

「W：健康・快適な職住環境」では、非住宅用途の建物は＜非住宅＞の欄に、集合住宅は

＜集合住宅＞の欄に入力します。 

・ ＜非住宅＞の欄では、建物用途（事務所の有無、工場用途のみか否か）をプルダウン

メニューで選択します。なお、事務所用途を含む建物では、次の[2]入力シート２で

知的生産性向上への取組状況を評価します。 
・ ＜集合住宅＞の欄では、住戸部分の外皮性能について断熱等性能等級をプルダウン

メニューから選択します。また、次の[3]入力シート３で健康と安心に関する取組状

況を評価します。その他の対策として、自然材料や通風対策について工夫の有無をプ

ルダウンで選択し、「あり」の場合は、具体的な対策を記述欄に記載します。 
 環境配慮技術の導入については、太陽光発電などの導入状況、エネルギーマネジメントシ

ステムの導入状況、その他の環境配慮技術の導入状況をプルダウンメニューより選択しま

す。導入ありの環境配慮技術については、その導入規模（ｋＷ、面積など）や導入箇所（共

用部、事務所部分、各住戸など）を該当する重点項目の記述欄に記載してください。 
 また、「建築物の木材利用に関する評価並びに木材利用優良建築物の表彰及び当該建築物 

に係る計画であることの確認に関する要綱」第３条に定める方法により、任意で木材利用の

評価を行い、木材使用量がレベル３以上、又は対象建築物の周囲や利用者から見え 

る場所に木材が利用されているものについては、木材利用「あり」とします。 
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図 3-10 [1] 入力シート１（共通）（入力例） 

 

重点項目への取組度合

いを算出・表示します。 

  
 

重点項目の内、３点を超える項目について、 

取組内容を記述してください。（必須） 

（スコアシートの転記を行った場合は項目が赤字に

なります。） 

注)1 行あたり 60 文字以内で入力してください。 

 
太陽光発電や太陽熱利用、エネルギーマネジメント

システム他、環境配慮技術の導入の有無をプルダウ

ンメニューから選びます。「あり」を選んだ技術につ

いては具体的な導入規模等を、該当する重点項目の

記述欄に記入します。 

 

建築物の省エネルギー性能 （ E ） 
■エネルギー対策（ ① 建物外皮の熱負荷抑制   ②・・・） 

 
↓ 
 
 
E ① 

建物の省エネ性能につ

いて削減率を記入しま

す。非住宅と集合住宅は

それぞれを入力します。 

 
 

仕様基準、誘導基準の 

場合に選択します。 
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[2] 入力シート２（事務所用） 

事務所用途を含む建物で、知的生産性向上への取組状況を入力します。（評価方法の詳細

は、次節「２ ＣＡＳＢＥＥ横浜の重点項目と独自項目の評価方法」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11 [2] 入力シート２（入力例） 

 

  

CASBEE横浜 重点項目への取組内容の入力２＜事務所用＞

知的生産性向上への取組 W⑬

レベル 3.0

　レベル　1 評価する取組み表の取組ポイントの合計値　0ポイント

　レベル　2 評価する取組み表の取組ポイントの合計値　1ポイント

■レベル　3 評価する取組み表の取組ポイントの合計値　2～4ポイント

　レベル　4 評価する取組み表の取組ポイントの合計値　5～7ポイント

　レベル　5 評価する取組み表の取組ポイントの合計値　8ポイント

評価する取り組み

採点 評価ポイント

2 ポイント 2

0 ポイント 就業スタイルに配慮したワークプレイスの計画となっている。 1

1 ポイント ワークプレイスの計画にワーカーの意見を取り入れている。 1

1 ポイント ミーティングスペースの設え 1

0 ポイント リフレッシュスペースの設え 魅力的なリフレッシュスペースが共用部もしくは専用部にある。 1

0 ポイント 食堂、カフェの有無と設え 魅力的な食堂、カフェスペースが共用部もしくは専用部にある。 1

0 ポイント 移動空間（廊下等）の設え 1

0 ポイント エントランスの設え 1

0 ポイント アトリウム等の有無及び工夫 アトリウムや中庭等の空間的に豊かな中間領域が形成されている。 1

0 ポイント その他 その他、知的生産性の向上に資する取り組みを行っている。 1

合計＝

コミュニケーションの誘発を意図して計画されたミーティングスペースが共用

部もしくは専用部にある。

組織のイニシアティブを印象付ける魅力的な設えが施されている。もしくは、

魅力的な空間形成がなされている。

4ポイント

移動空間中にコミュニケーションを誘発する設え上の工夫が施されている。

事

評価項目 評価内容

建築計画の工夫によるレイア

ウトの柔軟性

執務室のレイアウト変更等に柔軟に対応できる建築的工夫が行われおり（1

ポイント）、さらに設備的にもその柔軟性に対応している（＋1ポイント）を有し

ている。

ワークプレイス空間における

工夫
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[3] 入力シート３（集合住宅用） 

集合住宅で、健康と安心への取組状況を入力します。（評価方法の詳細は、次節「２ Ｃ

ＡＳＢＥＥ横浜の重点項目と独自項目の評価方法」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-12 [3] 入力シート３（入力例） 

CASBEE横浜 重点項目への取組内容の入力３＜集合住宅用＞

1 化学汚染物質の対策 W⑥

レベル 3

　レベル　1 （該当するレベルなし）

　レベル　2 （該当するレベルなし）

■レベル　3 日本住宅性能表示基準「6-1ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）」における等級１を満たしている。

　レベル　4 日本住宅性能表示基準「6-1ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）」における等級２を満たしている。

　レベル　5 日本住宅性能表示基準「6-1ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）」における等級３を満たしている。

2 適切な換気計画 W⑥

レベル 3

　レベル　1 （該当するレベルなし）

　レベル　2 レベル３を満たさない

■レベル　3 台所、便所、浴室で発生する汚染物質に対して、換気等の適切な処理計画がなされている。

　レベル　4 （該当するレベルなし）

　レベル　5 レベル３を満たした上で、各居室で必要な換気量が確保できる計画がなされている。

3 結露・カビ対策 W⑥

レベル 3

　レベル　1 レベル３を満たさない。

　レベル　2 （該当するレベルなし）

■レベル　3 内装は清掃、メンテナンスに配慮したものとなっており、窓開け換気などで室内の湿分を除去できる配慮された計画となっている。

　レベル　4 レベル３を満たした上で住まい手に対して、住まい方による結露・かび対策について「住まいのしおり」等で提案している。

　レベル　5 レベル３を満たした上で、除湿機の設置や、２４時間全室空調システムを設置し湿度上昇を抑える計画となっている。

4 犯罪に備える

共用部の防犯対策 W⑦

レベル 4

　レベル　1 レベル３を満たさない。

　レベル　2 （該当するレベルなし）

　レベル　3 評価する取組み1のうち、何れか3つ以上に取り組んでいる。

■レベル　4 レベル３を満たした上で、評価する取組み2のうち、何れか2つ以上に取り組んでいる。

　レベル　5 レベル４を満たした上で、先進的な対策の何れかに取り組んでいる。

評価する取組み

項目 採点 評価する取組み1 採点 評価する取組み2

○ ・ 袋小路など死角が出来ないような工夫

・ オートロック等の防犯対策

２. エレベー
ター

・ 防犯窓、または防犯カメラの設置

○ ・ 防犯カメラの設置

○ ・ 夜間照明の設置 ○

○

合計＝ 3 合計＝ 2

項目 採点

先進的な対策

・ 生体認証システム（指紋・光彩等）を備えている。

・ その他

住

住

住

住

１. エントラン

ス・廊下
・ 防犯カメラの設置

３. 駐車場や緑

地等の建物周

囲

・ 見通しの良いフェンスや低い生垣などによる

見通しの確保

・ 駐車場へのゲート設置（建屋内に駐車場のあ

る場合）

・ 共連れ防止に配慮したセキュリティシステム（セキュリティゲート又は、入居者以外の侵入者を感知するシステ

ム）を備えている。

４. その他の対

策

・ 警備会社へのオンライン通報システムを導入

している。

・ 警備員が24時間常駐あるいは定期的な巡回

を行っている。

取組み

・ エントランス、エレベーターホール入口など、2ヶ所以上のセキュリティゲートを通り、入館するオートロックシス

テムを備えている。

・ エレベーター着床階連動装置を備えている。（ICカードを使った入居階のみ着床の連動制御システム）
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（３）「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」からのコピーと貼り付け（入力シート４） 
 

[4] 入力シート４（スコア転記） 

 「ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト」のスコアシートから、ワークシート上のすべ

てのセルをコピーし「ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト」の「スコア転記シート」の

赤枠内に、ペースト（値で貼付け）します。 

 

 

スコアシート（ＣＡＳＢＥＥ横浜 評価用ソフト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スコア転記シート（ＣＡＳＢＥＥ横浜 公表用ソフト） 

 

図 3-13 ＣＡＳＢＥＥ横浜評価用ソフトから「[4]入力シート４」へのコピー＆ペースト 

① 評価用ソフトの 「スコアシート」 の ワークシート左上角の

全セル選択ボタンを押して、コピーをしてください

② 公表用ソフトの 「入力4(スコア転記)」 の ワークシート左上角の

全セル選択ボタンを押して、①でコピーしたものを値で貼り付けてください

【手順】

ワークシート上のすべてのセルをコピーし、 

「値で貼り付け」します。 
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（４）公表用シートの出力 

 

[5][6] 「ＣＡＳＢＥＥ横浜」重点項目シート  

重点項目シートは、横浜市の４つの重点項目（E：建築物の省エネルギー性能、W：健

康・快適な職住環境、R：防災への配慮、T：地域・まちづくりへの貢献）への取組内容を

５点満点で表示し、わかりやすく公表するためのものです。 

 
[7] 「ＣＡＳＢＥＥ横浜」公表用スコアシート  

公表用スコアシートは、スコアシート（ＣＡＳＢＥＥ横浜評価用ソフト）の概要記入欄を

削除し、重点項目をわかりやすく表示して、公表用に加工したものです。数値は自動的に転

記されますので、公表用スコアシートに新たに入力する事項はありません。 

公表用スコアシートには、横浜市重点項目である「建築物の省エネルギー性能(Ｅ：Energy 

Saving）」、「健康・快適な職住環境(Ｗ：Smart Wellness Community)」、「防災への配慮(Ｒ：

Resilience)」、「地域・まちづくりへの貢献(Ｔ：Township and Townscape )」に主として該

当する項目が表示されているので、各重点項目に対応する具体的な取組の自己評価結果が

わかるようになっています。 
 

[8] 「ＣＡＳＢＥＥ横浜」チェックシート 

 チェックシートは、評価用ソフトの入力内容に応じて必要な根拠資料を自動で表示する

ものです。届出提出の際に表示される根拠資料が必要になります。 

 ※追加で資料を求める場合があります。 
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重点項目シート このシートは公表します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 [5]重点項目シート＜非住宅＞ 
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図 3-15 [6]重点項目シート＜集合住宅＞ 
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公表用スコアシート このシートは公表します。 
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図 3-16 [7]公表用スコアシート 
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図 3-16 [8] チェックシート  

 

 

 

 

 

 

 

評価する取り組み レベル 根拠資料に必要な内容 根拠資料の例

Q１　室内環境 7 7 根拠資料

Q２　サービス性能 7 7 根拠資料

Q３　室外環境 7 7 根拠資料

LR１　エネルギー 7 7 根拠資料

LR２　資源・マテリアル 7 7 根拠資料

LR３　敷地外環境 7 7 根拠資料

終了 終了 終了 終了

４　電子データ：CASBEE横浜評価用ソフト、CASBEE横浜公表用ソフト、外観パース（任意）※CD－R等のデータにより提出ください。

根拠資料を作成する際の注意点について
下表に表示された レベル３を上回る採点をした評価項目及び【Q3】室外環境、【LR3】2.2 温熱環境悪化の改善 について、
根拠資料を求めています。
※追加で資料を求める場合があります。

■各根拠資料には　①評価項目の名称（Q1-1.1等）　②資料内の該当箇所　③配慮事項の説明
　の３点を記載してください。
■下表で(1)(2)・・・と番号が記されている資料は、それぞれ(1)(2)・・・の根拠資料が必要です。

CASBEE 根拠資料　チェックシート
物件名 : 

必要な添付図書

１　建築物環境配慮計画届出書、一般図面 (委任状、案内図、配置図、平面図、立面図、断面図、面積表)、省エネルギー計画書の写し、根拠資料
２　【評価用ソフト】　メインシート、スコアシート、結果シート　※左記以外のシートは、印刷不要
３　【公表用ソフト】　重点項目シート、スコアシート
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２ ＣＡＳＢＥＥ横浜の重点項目と独自項目の評価方法 

 
2.1 各重点項目の解説と評価方法 
 ここでは、４つの重点項目についてＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目との関連と、得点の評

価・算出方法等を説明します。 
 
 関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目 
 ＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目のうち、各重点項目の取組に該当する評価項目が示され

ています。これらは横浜市の地域性等を踏まえ、建築主に建築に際して特に取組を推進し

ていただきたい項目です。ＣＡＳＢＥＥ横浜の評価の際には取組内容をできるだけ詳細

にスコアシートに記述してください。 

 得点の評価・算出方法 
横浜市の各重点項目では、関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目の結果と、ＣＡＳＢＥ

Ｅ横浜では評価されないが推進すべき取組への取組状況により、５点満点で得点を算出

します。重点項目によって、得点の評価方法、算出方法は異なります。 
 
（１）建築物の省エネルギー性能Ｅ (Energy Saving) 
 関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目 

LR1 エネルギー 

1. 建物外皮の熱負荷抑制 Ｅ 【省エネルギー性能】 ①建物の熱負荷抑制 

2. 自然エネルギー利用 Ｅ 【省エネルギー性能】 ②自然エネルギー利用 

3. 設備システムの高効率化 Ｅ 【省エネルギー性能】 ③設備システムの高効率化 

4. 効率的運用 

4.1 モニタリング  Ｅ 【省エネルギー性能】 ④効率的運用 

4.2 運用管理体制  Ｅ 【省エネルギー性能】 ④効率的運用 

 

 得点の評価・算出方法 
LR1-3.1 のスコア（１～５点）の小数点１桁を切り捨てた値を得点とします。 

点数は「ＣＡＳＢＥＥ-建築(新築)評価マニュアル（2021 年 SDGs 対応版）追補版」に準

拠しています。 
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（２）健康・快適な職住環境Ｗ (Smart Wellness Community) 
＜非住宅＞【快適・働きやすさ】 
 関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目 

Q1 室内環境 

2. 温熱環境 

2.1 室温制御  

2.1.1 室温   W 【快適・働きやすさ】 ⑨温熱環境 

2.1.2 外皮性能   W 【快適・働きやすさ】 ⑨温熱環境 

2.1.3 ゾーン別制御性  W 【快適・働きやすさ】 ⑨温熱環境 

2.2 湿度制御   W 【快適・働きやすさ】 ⑨温熱環境 

2.3 空調方式   W 【快適・働きやすさ】 ⑨温熱環境 

3. 光・視環境 

3.1 昼光利用 

3.1.1 昼光率   W 【快適・働きやすさ】 ⑩光環境 

3.1.2 方位別開口  W 【快適・働きやすさ】 ⑩光環境 

3.1.3 昼光利用設備  W 【快適・働きやすさ】 ⑩光環境 

3.2 グレア対策 

3.2.1 昼光制御   W 【快適・働きやすさ】 ⑩光環境 

3.3 照度    W 【快適・働きやすさ】 ⑩光環境 

3.4 照明制御   W 【快適・働きやすさ】 ⑩光環境 

4. 空気質環境 

4.1 発生源対策  

4.1.1 化学汚染物質  W 【快適・働きやすさ】 ⑪空気質環境 

4.2 換気 

4.2.1 換気量   W 【快適・働きやすさ】 ⑪空気質環境 

4.2.2 自然換気性能  W 【快適・働きやすさ】 ⑪空気質環境 

4.2.3 取り入れ外気への配慮 W 【快適・働きやすさ】 ⑪空気質環境 

4.3 運用管理 

4.3.1 CO2 の監視  W 【快適・働きやすさ】 ⑪空気質環境 

4.3.2 喫煙の制御  W 【快適・働きやすさ】 ⑪空気質環境 

 

 

Q2 サービス性能 

1 機能性 

1.1 機能性・使いやすさ 

1.1.1 広さ・収納性  W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 
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1.1.2 高度情報通信設備対応 W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

1.1.3 バリアフリー計画  W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

1.2 心理性・快適性 

1.2.1 広さ感・景観  W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

1.2.2 リフレッシュスペース  W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

1.2.3 内装計画   W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

1.3 維持管理 

1.3.1 維持管理に配慮した設計 W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

1.3.2 維持管理用機能の確保 W 【快適・働きやすさ】 ⑫機能性 

Q3 室外環境（敷地内） 

3．地域性・アメニティへの配慮 

3.2 敷地内温熱環境の向上  W 【快適・働きやすさ】 ⑭敷地内温熱環境向上 

 

 得点の評価・算出方法 
以下の⑨~⑫および⑭のスコア（１～５点）を単純平均した値（小数点１桁を四捨五

入）を得点とします。なお、事務所用途では⑬を加えた⑨～⑭のスコア単純平均としま

す。工場用途のみの建物では⑭のスコアを得点とします。 
⑨温熱環境  ；「Q1/2 温熱環境」のスコア 
⑩光環境   ；「Q1/3 光・視環境」のスコア 
⑪空気質環境  ；「Q1/4 空気質環境」のスコア 
⑫機能性   ；「Q2/1.機能性・信頼性」のスコア 
⑬知的生産性向上の取組 ；「知的生産性向上の取組」のスコア（次項参照） 
⑭敷地内温熱環境向上 ；「Q3.2 敷地内温熱環境の向上」のスコア 

 
ここで⑬知的生産性向上の取組は、「ＣＡＳＢＥＥ-インテリアスペース 2014 年版」

（一般財団法人建築環境・省エネルギー機構）と呼ばれるテナントオフィスを対象と

した建築環境性能評価ツールの評価項目を一部引用して評価します（事務所用途のみ

対象）。  
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 「知的生産性向上の取組」の評価方法（事務所のみ） 
⑬知的生産性向上の取組は、ＣＡＳＢＥＥ-インテリアスペースの「Q2／1.2.5 知的

生産性向上の取組」を引用して評価します。 
 

知的生産性向上の取組                                                              事 
！ 適用条件 
テナントが利用可能な施設を評価する。 

 

用 途 事 

レベル１ 評価する取組表の評価ポイントの合計値 0 ポイント 

レベル２ 評価する取組表の評価ポイントの合計値 1 ポイント 

レベル３ 評価する取組表の評価ポイントの合計値 2～4 ポイント 

レベル４ 評価する取組表の評価ポイントの合計値 5～7 ポイント 

レベル５ 評価する取組表の評価ポイントの合計値 8 ポイント以上 
 
評価する取組み 
ＮＯ. 評価項目 評価内容 評価ポイント 

1 
建築計画の工夫

によるレイアウトの

柔軟性 

執務室のレイアウト変更等に柔軟に対応できる建築的工夫が

行われおり（1 ポイント）、さらに設備的にもその柔軟性に対応し

ている（＋1 ポイント）を有している。 
2 

2 ワークプレイス空

間における工夫 

就業スタイルに配慮したワークプレイスの計画となっている。 1 

ワークプレイスの計画にワーカーの意見を取り入れている。 1 

3 ミーティングスペ
ースの設え 

コミュニケーションの誘発を意図して計画されたミーティング

スペースが共用部もしくは専用部にある。 
1 

4 リフレッシュスペ

ースの設え 

魅力的なリフレッシュスペースが共用部もしくは専用部にあ

る。 
1 

5 食堂、カフェの有

無と設え 

魅力的な食堂、カフェスペースが共用部もしくは専用部にあ

る。 
1 

6 移動空間（廊下

等）の設え 

移動空間中にコミュニケーションを誘発する設え上の工夫

が施されている。 
1 

7 エントランスの設

え 

組織のイニシアティブを印象付ける魅力的な設えが施され

ている。もしくは、魅力的な空間形成がなされている。 
1 

8 アトリウム等の有

無及び工夫 

アトリウムや中庭等の空間的に豊かな中間領域が形成され

ている。 
1 

9 その他 その他、知的生産性の向上に資する取組を行っている。 1 
 
□解 説 
知的生産性向上の取組について、知的生産性研究委員会報告書の成果を参考に取組表の評価項目を抽出した。

本項目では、既往の「Q1室内環境」や「Q2サービス性能」の評価項目の中で評価される知的生産向上に資する項目

以外の、追加的内容を対象として評価を行う。 

なお、室外環境（敷地内）における取組は、「Q3室外環境（敷地内）」で評価する。 
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1. 建築計画の工夫によるレイアウトの柔軟性 

テナント空間のレイアウト変更性について、ビルの仕様として、建築的、設備的に可変性を高める工夫を行ってい

るか否かを評価する。例えば、建築的工夫としては、システム天井、OAフロア等。設備的工夫としては、ダクト・配

管の予備スリーブの確保等が挙げられる。 

 

2. ワークプレイス空間における工夫 

ワークプレイスのレイアウト計画等において、利用者のワークスタイルを考慮した取組やインフォーマルな打合せを

誘発する取組等を行っているかについて評価する。なお、計画段階で対象執務者へのヒアリング等、意見の取り

込みを行っているか否かについても評価する。 

 

3. ミーティングスペースの設え 

会議室の内装や照明、什器の種類や什器の配置等において、コミュニケーションの誘発を意図した取組が行わ

れている。 

 

4. リフレッシュスペースの設え 

ワークスペース内もしくは建物共用部におけるリフレッシュスペースにおける、執務者のリフレッシュを促進する工

夫、取組などについて評価する。特に内装計画において、リフレッシュの促進を意図して配慮された場合や開放

的な窓が設置された場合などを評価する。リラックスを促進するソファーなどの家具の設置についても評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 食堂、カフェの有無と設え 

ワークスペース内もしくは建物共用部における食堂・カフェにおける、執務者のリフレッシュを促進する工夫、取組

などについて評価を行う。特にリフレッシュを促進する開放的な空間計画を実施した場合を評価し、開放的なガ

ラス窓、観葉植物の設置などについて評価を行う。リフレッシュスペースにカフェコーナー・自動販売機等が設置

されている場合については、本項目で評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価しにくい事例 評価に値する事例 

評価しにくい事例 評価に値する事例 
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6. 移動空間（廊下等）の設え 

移動空間中における、インフォーマルな打ち合わせを誘発する工夫、取組などについて評価を行う。例えば、移

動空間中にホワイエやリフレッシュスペース、ベンチ等の設置をすることや、人の交流を促進する動線計画の工

夫などの取組について評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. エントランスの設え 

建物のエントランスホールもしくはテナントスペースエントランス部等において、組織のイニシアティブを印象付ける

展示や装飾が施されているか否かを評価する。例えば、会社のサインやトレードマーク等がデザインされたエントラ

ンスホールを擁する場合、または会社の経歴等を展示するブースなどが用意されている場合等について評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. アトリウム等の有無及び工夫 

中庭やテラス、バルコニー、サンルーム、アルコーブ、屋根付広場、風光ボイド、アトリウム等のように風や光が通

り抜ける開放的な空間をうまく内部空間と連続させている工夫や取組について評価を行う。また、玄関廻り、バル

コニー廻り等のプライバシーと公共性の接点の部分に、風光ボイド、花台、パーゴラ、奥行きのあるバルコニー等

のしつらえによって、豊かな中間領域を形成している場合について評価を行う。 

 

  

評価しにくい事例 評価に値する事例 

評価しにくい事例 評価に値する事例 
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＜集合住宅＞【健康・安心】 
 関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目 

Q1 室内環境 

2. 温熱環境 

2.1 室温制御  

2.1.2 外皮性能   W 【健康・安心】 ⑤外皮性能 

 

 得点の評価・算出方法 
外皮性能を基本点とし、これに加点分※として健康と安心に関わる取組の得点（上

限２点）を加えた５点満点で評価します。 
基本点 外皮性能 
３点 断熱等性能等級４～７ 
１点 断熱等性能等級１～３ 

 
※加点分（上限２点）  
１）「健康・安心」に係る評価項目で、レベル５に相当する取組を行っている場合 
  →各項目について加点１点 
２）断熱等性能等級５～７の場合 →加点１点 
３）その他として以下の工夫を行っている場合 →加点１点 
・ 住戸内の大半（リビング＋寝室）で自然素材を用いた内装計画（床又は内壁） 

＜例＞ 無垢材の採用、調湿機能の高い材料 
・ 通風用スリット付き窓（防犯にも配慮した自然通風の工夫など） 

 
ここで１）「健康・安心」に係る取組は、「ＣＡＳＢＥＥ-住戸ユニット（新築）2016

年版」（一般財団法人建築環境・省エネルギー機構）と呼ばれる集合住宅の一住戸を対

象とした建築環境性能評価ツールの評価項目を一部引用して評価します。 
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 「健康・安心への取組」の評価方法 
健康・安心への取組は、ＣＡＳＢＥＥ-住戸ユニット（新築）の「Q1HU／2 健康と

安全・安心」の項目のうち「2.1 化学汚染物質の対策」「2.2 適切な換気計画」「2.3 
結露・カビ対策」「２. ４. ２ 共用部の防犯対策」を引用して評価します。 

 

１ 化学汚染物質の対策 

 

化学汚染物質による室内空気質汚染を回避するための対策が十分にとられているかを

評価する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加点条件の有無】 

※無し 

【条件によるレベル変更】 

※無し 

【評価対象外】 

※無し 

 

 

採点基準は、日本住宅性能表示基準「6-1ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）」に準拠す

る。評価対象の部位は、内装仕上げ（ただし、柱等の軸材や廻り縁、窓台、巾木、建具枠、部分的に

用いる塗料、接着剤は除く）及び天井裏等（天井裏等に換気等の措置がある場合を除く）の下地材等

とする。 

 

日本住宅性能表示基準「6-1ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）」 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価内容 

評価レベル 

解 説 
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２ 適切な換気計画 

 

室内で発生する汚染物質が、換気等の方法により適切に処理されるよう計画されている

ことを評価する。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【加点条件の有無】 

※無し 

【条件によるレベル変更】 

※無し 

【評価対象外】 

※無し 

 

 

レベル３は、台所、便所、浴室といった汚染物質が発生する空間において、居室に汚染空気が流出

しないことはもちろんのこと、換気設備により生じる過大な内外差圧により玄関ドアの開閉時に不都合な

力が作用したり、半密閉型の燃焼機器における排ガスの逆流が生じることのないよう、局所換気が計画

されていることを評価する。特に大風量の排気を行う台所では、同時給排気型の換気扇を用いるか、

運転開始時に連動して開放される給気口を設置することが望ましい。なお、必要な局所換気が確保で

きる窓が設置されている場合も同様に評価することができる。局所換気量の目安を下表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル５は、必要な換気量が建物全体でなく居室単位で確保できる場合に評価する。評価の条件と

しては、以下のいずれかの方法を満たすこととする。 

・竣工後の実測による確認 

・個別計算による確認 

・居室単位で必要な換気量を確保できる換気設計手法に基づく設計 

 

建築基準法で求められる換気量が建物全体で確保できていても、換気経路が不適切なために空気

評価内容 

評価レベル 

解 説 
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が淀む場所ができることがある。レベル５で求められるのは、居室単位で空気質を維持するための換気

である。このためには、必ずしも外気が直接その部屋に供給されている必要はないが、各々の部屋で発

生する汚染物質を希釈して許容濃度以下にすることのできる量の、汚染物質濃度が許容濃度を下回

っている空気の供給が必須である。 

なお、ダクトを使う場合、風量は圧力損失の影響を大きく受けるので注意を要する。 
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３ 結露・カビ対策 

 

内装材料の選定において、結露・カビの発生を抑制するために、清掃・メンテナンスが容

易な材料をどの程度採用しているかを評価する。 

 

 
レベル 基準 

レベル１ レベル３を満たさない。 

レベル２ （該当するレベルなし） 

レベル３ 
内装は清掃、メンテナンスに配慮したものとなっており、窓開け換気などで室内の湿分を除去

できる配慮された計画となっている。 

レベル４ 
レベル３を満たした上で住まい手に対して、住まい方による結露・カビ対策について「住まいの

しおり」等で提案している。 

レベル５ 
レベル３を満たした上で、除湿機の設置や２４時間全室空調システムを設置し湿度上昇を抑

える計画となっている。 

【加点条件の有無】 

※無し 

【条件によるレベル変更】 

※無し 

【評価対象外】 

※無し 

 

 

ダニやカビはアレルゲン（アレルギーを引き起こす物質）の一種とされている。また、ダニやカビが発生

した場合にそれを除去するために薬剤が利用され、間接的に室内空気質を悪化させる可能性もある。 

本項目では、内装材料の選定において、ダニ・カビの発生を抑制するために、清掃・メンテナンスが

容易な材料をどの程度採用しているかや、湿度の上昇を抑える事のできる建築的な工夫や住まい方へ

の提案等について評価する。 

清掃・メンテナンスが容易な材料とは、可能な箇所では、フローリング、タイルなど清掃により埃や塵を

完全に除去でき、衛生的にたもてるものが最も望ましい。また、カーペットの場合適切な清掃・メンテナン

スによりダニの死骸・埃などを除去できる毛足の短いもので、敷き詰めよりもタイルカーペットのように取り

外して洗浄できるタイプが望ましい。 

また抗ダニ性や抗菌性がある材料で、できれば薬剤によらないものの採用が望ましい。当然ながらカ

ビの発生の根本原因となる結露対策は十分なされていなければならない。 

 

【加点条件】 

内装材・内装下地材に調湿建材を全面的に使用した場合、又は冬型結露に配慮した断熱計画と

なっている場合はレベルを1ランク上げることができる。 

なお本項目における調湿建材とは、一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会が運用する「調

湿建材判定基準」を満たす建材とする。 

 

 

評価内容 

評価レベル 

解 説 
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４ 共用部の防犯対策 

 

共用部の防犯性能を、エントランス・廊下・駐車場等における防犯に対する取組みにより

評価する。 

 

 
レベル 基準 

レベル１ レベル３を満たさない。 

レベル２ （該当するレベルなし） 

レベル３ 評価する取組１のうち、何れか３つ以上に取り組んでいる。 

レベル４ レベル３を満たした上で、評価する取組２のうち、何れか２つ以上に取り組んでいる。 

レベル５ レベル４を満たした上で、先進的な対策の何れかに取り組んでいる。 

 

評価する取組み 

 評価する取組み 1 評価する取組み 2 

１. エントランス・廊下 1 袋小路など死角が出来ないような工夫 

2 防犯カメラの設置 

1 オートロック等の防犯対策 

２. エレベーター 3 防犯窓、または防犯カメラの設置  

３. 駐車場や緑地等の建

物周囲 

4 見通しの良いフェンスや低い生垣など

による見通しの確保 

5 夜間照明の設置 

2 防犯カメラの設置 

3 駐車場へのゲート設置（建屋内に

駐車場のある場合） 

  
４. その他の対策  4 警備会社へのオンライン通報シス

テムを導入している。 

5 警備員が 24 時間常駐あるいは定

期的な巡回を行っている。 

 

先進的な対策 

 

 

 

 

 

 

 

【加点条件の有無】 

※無し 

【条件によるレベル変更】 

※無し 

【評価対象外】 

※無し 

  

評価内容 

評価レベル 

①エントランス、 ＥＶホール入口など、 ２ヶ所以上のセキュリティゲートを通り、 入館するオートロックシステ

ム を備えている。 

②ＥＶ着床階連動装置を備えている。   （ＩＣカードを使った入居階のみ着床の連動制御システム） 

③共連れ防止に配慮したセキュリティシステム （セキュリティゲート又は、 入居者以外の侵入者を感知す

る システム）  を備えている。 

④生体認証システム  （指紋 ・ 光彩等） 

⑤その他 



 

ＣＡＳＢＥＥ横浜（2025 年版 v.1. 1） 
第Ⅲ章 横浜市建築物環境配慮制度について 

  

 

 
80 

（３）防災への配慮Ｒ (Resilience) 
 関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目 

Q2 サービス性能 

2．耐用性・信頼性   

2.1 耐震・免震   

2.1.1 耐震性   Ｒ 【防災】 ⑮耐震・免震 

2.1.2 免震・制振性能  Ｒ 【防災】 ⑮耐震・免震 

2.2 部品・部材の耐用年数  

2.2.1 躯体材料の耐用年数 Ｒ 【防災】 ⑯部品・部材の耐用年数向上 

2.2.2 外壁仕上材の補修必要間隔 Ｒ 【防災】 ⑯部品・部材の耐用年数向上 

2.2.3 主要内装仕上げ材の更新必要間隔 Ｒ 【防災】 ⑯部品・部材の耐用年数向上 

2.2.4 空調換気ダクトの更新必要間隔 Ｒ 【防災】 ⑯部品・部材の耐用年数向上 

2.2.5 空調・給排水配管の更新必要間隔 Ｒ 【防災】 ⑯部品・部材の耐用年数向上 

2.2.6 主要設備機器の更新必要間隔 Ｒ 【防災】 ⑯部品・部材の耐用年数向上 

2.4 信頼性        

2.4.1 空調・換気設備  Ｒ 【防災】 ⑰信頼性 

2.4.2 給排水・衛生設備  Ｒ 【防災】 ⑰信頼性 

2.4.3 電気設備   Ｒ 【防災】 ⑰信頼性 

2.4.4 機械・配管支持方法 Ｒ 【防災】 ⑰信頼性 

2.4.5 通信・情報設備  Ｒ 【防災】 ⑰信頼性 

 

 得点の評価・算出方法 
「Q2/2 耐用性・信頼性」のスコア（⑮耐震・免震、⑯部品・部材の更新年数、⑰信

頼性）を得点とします。 
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（４）地域・まちづくりへの貢献 T (Township and Townscape) 
 関連するＣＡＳＢＥＥ横浜の評価項目 

Q3 室外環境（敷地内） 

1．生物環境の保全と創出  T 【地域・まちづくり】 ⑱生物環境 

2. まちなみ・景観への配慮  T 【地域・まちづくり】 ⑲まちなみ・景観 

3．地域性・アメニティへの配慮 

3.1 地域性への配慮、快適性の向上 T 【地域・まちづくり】 ⑳地域性への配慮 

 

 得点の評価・算出方法 
以下の⑱~⑳のスコアを単純平均した値（小数点１桁を四捨五入）を得点とします。 

⑱生物環境  ；「Q3/1 生物環境の保全と創出」のスコア 
⑲まちなみ・景観 ；「Q3/2 まちなみ・景観への配慮」のスコア 
⑳地域性への配慮 ；「Q3/3.1 地域性への配慮、快適性の向上」のスコア 
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2.2 横浜市の独自項目 
次に挙げる評価項目は横浜市独自の評価方法となっています。ＣＡＳＢＥＥ-建築（新築）で

は異なる評価となる場合があるので注意して、以下（太字部分）を参照のうえ評価してください。 
 

Q2 サービス性能 

１．機能性   
1.1.3 バリアフリー計画                           事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 

 

＜建物全体・共用部分＞ 

用 途 物・飲・会・病・ホ・学・住 

事・工 
および 

住 
建物全体の床面積の合計が 2000 ㎡未満の場合 

レベル１ レベル３を満たさない。 レベル３を満たさない。 

レベル２ （該当するレベルなし） （該当するレベルなし） 

レベル３ バリアフリー新法の建築物移動等円滑化基

準（最低限のレベル）を満たしている。 
バリアフリー新法の建築物移動等円滑化基準

項目の半分以上を満たしている。 

レベル４ 
バリアフリー新法の建築物移動等円滑化誘

導基準（望ましいレベル）を満たしている。 
バリアフリー新法の建築物移動等円滑化基準

（最低限のレベル）を満たしている。 

レベル５ 

バリアフリー新法の建築物移動等円滑化誘

導基準（望ましいレベル）を超えてさらに十

分な配慮を行っており、ユニバーサルなデ

ザインとなっている。 

バリアフリー新法の建築物移動等円滑化誘導

基準（望ましいレベル）を満たしている。 

 

＜住居・宿泊部分＞評価しない。 
 
□解 説 
機能的な建築空間は利用する可能性のあるすべての人に開かれている必要がある。 

バリアフリー新法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）は不特定多数が利用する2000㎡以上

の物・飲・会・病・ホ等に対しては、最低基準として「建築物移動等円滑化基準（最低限のレベル）」が義務付けとな

っている。 

さらに、努力義務として、特段の不自由なく建築物を利用できるようにすることを目的に「建築物移動等円滑化誘導

基準（望ましいレベル）」がある。 

この項目では、建物全体・共用部分がどの程度バリアフリー新法に適合しているかで評価を行う。 

なお、「建築物移動等円滑化基準項目の半分以上」の判断は、チェックリストの中で、計画時に適切に考慮することに

よって採用可能な全項目数の内、半数以上を満たすこととする。 

 
■文献 42）, 43）, 44） 

 
注：バリアフリー法では、自治体の条例によって内容を強化することができるようになっています。横浜市では学校及

び共同住宅等を特別特定建築物に追加しており、用途ごとに定められた規模以上のものは、建築物移動等円滑化

基準を満たすことを義務付けています。従って、横浜市福祉のまちづくり条例（平成24年12月横浜市条例第90号）に

よるバリアフリー法対象施設については、建築物移動等円滑化基準を満たしていることは横浜市では標準的と考えま

す。 
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２．耐用性・信頼性   
2.4 信頼性  

 
2.4.2 給排水・衛生設備                             事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 

 

用 途 事・学・会・病・ホ・工・住 物・飲 

レベル１ 評価する取組みがない。 評価する取組みがない。 

レベル２ 評価する取組みが 1 つ。 評価する取組みが 1 つ。 

レベル３ 評価する取組みが 2 つ。 評価する取組みが 2 つ。 

レベル４ 評価する取組みが 3 つ。 （該当するレベルなし） 

レベル５ 評価する取組みが 4 つ以上。 評価する取組みが 3 つ以上。 
 

評価する取組み 

NO. 評価内容 

１ 

節水型器具を採用している。 
設置されている器具総数の過半以上で採用した場合に限る。節水型器具としては、エコマ

ーク商品やグリーン購入法「特定調達品目」として認定されたもの、あるいは同等の性能を

有する機器とする。（例：大便器 6L/回程度、小便器 4L/回程度） 

２ 可能な限り配管の系統を区分し、災害時の使用不能部分の低減を図っている。 

３ 災害時、下水道が機能しないことを想定し、汚水（雑排水）の一時的貯留機能が確保でき

るピットを設けている。 

４ 受水槽、高架水槽は、二基の水槽をそれぞれに分離して設置している。 

５ 井水、中水などの利用が可能なように計画している。 

６ 
災害時の飲料水確保に備えて、雨水などの転用に対する簡易ろ過装置を備品として備え

ている。（物・飲は適用外） 

７ 災害などの停電時に飲料用等に使えるよう受水槽に水道の蛇口を設置している。 
 

□解 説 
本項目は給排水・衛生設備の信頼性を、信頼性向上へ向けた取組みの数で評価する。 

No.1の節水型器具の採用については、「LR2 1.1節水」の評価とは異なり、災害時における上水の有効利用という観

点から評価している。又、No.4の中仕切りの有る受水槽は、２基とは判断できない。 

なお、取組み表中に示される項目と同等とみなされるものでれば、その項目をカウントしてよい。 

 

住においては、次の取組についても１項目として評価できる。 

・ 給食、給水活動の受け入れるルートとスペースが確保されている。 

・ 防災備蓄品等が収納できるスペースが確保されている。 

・ 調理ができる方策（かまどベンチ等）がある。 

・ マンホールトイレ等により、し尿処理ができる。（取組No3） 

・ 生活用水が水道以外に確保されている。防災井戸・雨水貯留槽・貯湯槽など。（取組No.5） 

・ インフラ停止時においても使用できる給水設備が設置されている。小型の造水機の設置など（取組No6） 

取組No.が示されていない取組は、取り組まれていないNoの項目で「〇」を選択して取組数を加算する。 

なお、評価した取組みについてはその内容をスコアシート及び重点項目シートに記述すること。 
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2.4.3 電気設備                                  事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 
 

用 途 事・学・物・飲・会・病・ホ･工・住 
建物全体の床面積の合計が 2000 ㎡以上の場合 

レベル１ 評価する取組みがない。 

レベル２ （該当するレベルなし） 

レベル３ 評価する取組みが 1 つ以上。 

レベル４ 評価する取組みが 3 つ。 

レベル５ 評価する取組みが 4 つ以上。 

用 途 
事・学・物・飲・会・病・ホ･工・住 

建物全体の床面積の合計が 2000 ㎡未満の場合 

レベル１ （該当するレベルなし） 

レベル２ （該当するレベルなし） 

レベル３ 評価する取組みがない。 

レベル４ 評価する取組みが 1 つ。 

レベル５ 評価する取組みが 2 つ以上。 
 

評価する取組み 

NO. 評価内容 
１ 非常用発電設備を備えている。 
２ 無停電電源設備を備えている。 
３ 重要設備系の受電設備の二重化を行っている。 
４※ 

 
 

（※延べ面積 2,000 ㎡未満は適用外） 
電源設備・精密機械（住宅の場合は、ブレーカー、分電盤等）の浸水による停電や情報

網の損傷を回避するために、ア)あるいはイ)の対策を講じている、あるいはウ)に該当して

いる。 
  ア) 電源設備・精密機械の地下空間への設置を避けている 

  イ) 地下への浸水の防止措置(防水扉、防水板、マウンドアップ、からぼり)、排水設備

(ポンプ等)を設置している。 
  ウ) 浸水の危険性がない。  

５ 電源車接続時に利用可能な照明等の配線が設置されている。 
６ 異なる変電所からの引き込みを二重化している。 

 

□解 説 

本項目は電気設備の信頼性を、信頼性向上へ向けた取組みの数で評価する。 

小規模建築では2.4.1空調・換気設備と同様に、小型電算センター棟などは専用の非常用発電設備や無停電電源設

備を設置している場合もあるため、取組みポイントを加算できるようにした。 

なお、取組み表中に示される項目と同等とみなされるものでれば、その項目をカウントしてよい。 

 

住においては、次の取組についても１項目として評価できる。 

・ インフラ停止時でも使用できるエレベーターが設置されている。（取組No３） 

なお、評価した取組みについてはその内容をスコアシート及び重点項目シートに記述すること。 
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2.4.5 通信・情報設備                              事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 
 

用 途 事・学・物・飲・会・病・ホ・工・住 

レベル１ 評価する取組みがない。 

レベル２ 評価する取組みが 1 つ 

レベル３ 評価する取組みが 2 つ。 

レベル４ 評価する取組みが 3 つ。 

レベル５ 評価する取組みが 4 つ。 
 

評価する取組み 

NO.  評価内容 

１ 光ケーブル、メタルケーブル、携帯電話網、PHS 網など、通信手段の多様化を図って

いる。 
２ 異なる電話局からの引き込みなどの、引き込みの 2 ルート化を図っている 
３ 精密機器（データ伝送装置、中継装置、変換装置を指す。MDF や光ファイバー

Ethernet など）の浸水による情報網の損傷を回避するために、ア)あるいはイ)の対策を

講じている、あるいはウ)に該当している。 
ア) 精密機械の地下空間への設置を避けている。 
イ) 地下への浸水の防止措置(防水扉、防水板、マウンドアップ、からぼり)、排水設

備(ポンプ等)を設置している。 
ウ) 浸水の危険性がない。 

４ 災害時の有線電話、FAX、地域防災無線が設置されている。 

５ 災害時にケーブル TV などにより災害情報が入手できる。 

６ ネットワーク機器用に無停電装置が設備されている。 
 

□解 説 

本項目は通信配線の信頼性を、信頼性向上へ向けた取組みの数で評価する。 

取組み表中に示される項目と同等とみなされるものでれば、その項目をカウントしてよい。 

 

住においては、次の取組についても１項目として評価できる。 

・ 情報入手のため電力供給が多重化（蓄電池の設置など）されている。（取組No.6） 

なお、評価した取組みについてはその内容をスコアシート及び重点項目シートに記述すること。 
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Q3 室外環境（敷地内） 

3．地域性・アメニティへの配慮  
3.1 地域性への配慮、快適性の向上                   事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 
 

用 途 事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 

レベル１ 地域性・アメニティへの配慮に関して取組みを行っていない。（評価ポイント 0） 

レベル２ 地域性・アメニティへの配慮に関して取組みが十分とはいえない。（評価ポイント 1） 

レベル３ 地域性・アメニティへの配慮に関して標準的な取組みが行われている。 
（評価ポイント 2～3） 

レベル４ 
地域性・アメニティへの配慮に関して比較的多くの取組みが行われている。 
（評価ポイント 4） 

レベル５ 地域性・アメニティへの配慮に関して充実した取組みが行われている。 
（評価ポイント 5 以上） 

 

評価する取組み 

評価項目 評価内容 評価ポイント 

I 地域固有の風

土、歴史、文化の

継承 

1）歴史的な建築空間等の保全 
歴史的な建築内外部空間や遺構を保存、復元、再生し、地域文化

に貢献している。（まちなみ・景観で評価している部分はここで重複し

て評価しない） 

1 

2）地域性のある材料の使用 
建物の構造材や内装材又は外構に地域性のある材料を一部使用

している。（まちなみ・景観で評価している部分はここで重複して評

価しない） 

1 

II 空間・施設機

能の提供による

地域貢献 

1）空間提供による地域貢献 
アルコーブ・ピロティ・庇などの空間を設けるなどの建築的な工夫を

取入れて、雨宿り、待合わせに供する等、都市空間の活動上のアメ

ニティ向上に貢献している。 
または、 
広場や歩道状空地、路地などのスペースを確保し、憩いの場に供

するなど地域の活動上のアメニティ向上に貢献している。 

1 

2）施設提供による地域貢献 
建物の一部に集会所、地域に開放された展示室やホール、コミュ

ニティセンター、学校のコミュニティ利用などの公共的施設・機能を

設けることで、地域の活動やにぎわいに貢献している。 

1 

III 建物内外を

連関させる豊

かな中間領域

の形成 

1）建物内外を連関させる豊かな中間領域の形成 
中庭やテラス、バルコニー、サンルーム、アルコーブ、屋根付広場、

風光ボイド、アトリウム、等のように風や光が通り抜ける開放的な空

間をうまく内部空間と連続させている。 
または、 
玄関廻り、バルコニー廻り等のプライバシーと公共性の接点の部分

に、風光ボイド、花台、パーゴラ、奥行きのあるバルコニー等のしつら

えによって、生活感が滲み出るような豊かな中間領域を形成してい

る。 

1 

 

Ｑ
３ 
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IV 防犯性の配慮 

1）防犯性の配慮 
建物外部の広場などのスペースにおいて、視線を遮らない様な樹

木の配置、夜間照明の設置、防犯カメラの設置、防犯に役立つ窓

の配置などを行い、防犯性に配慮している。 
または、 
広場や歩道状空地がない場合、建物周囲において、視線の行き届

かない袋小路や通路などの死角空間を作らないようにし、また防犯

に役立つ窓の配置をするなどして、防犯性に配慮している。 
または、 
敷地周囲に境界壁等を設ける場合、視線を遮るような連続した塀

等を作らず，見通しの良いフェンスや背の低い生垣等を設けて防犯

性・防災性に配慮している。 

1 

V 建物利用者等

の参加性 

1）建物利用者等の参加性 
施設利用者満足度評価（POE）の実施、コーポラティブ住宅等、設

計プロセスに建物利用者が参加している。 
または、 
居住者や入居者が植栽管理・清掃活動、運用計画の立案を直接

行うなど、建物の維持管理に対して居住者が参加している。 

1 

VI その他 1）その他（記述） 1 
 

 

□解 説 
本項目に於いては、地域の歴史の継承、都市や地域のアメニティや地域活動、にぎわいへの貢献、敷地内の豊か

な中間領域、地域の防犯性、建物利用者の参加性等についての取組みを評価し、地域アメニティの高い生活環

境を目標とする。 

 

（中略） 

 

VI その他 

上記のI～Vに示した評価項目以外に独自の取組みを行っている場合は1ポイントとして評価する。 

「その他」を評価する際には、どのような取組みを実施したか、評価ソフト上などに内容を記述するとともに、第

三者が理解できる資料を別途添付すること。 

なお、ここでは、CEMS（地域エネルギー管理システム）の導入の取組を評価する。 

また、住民の健康長寿に貢献する次のような取組（地域の交通・移動対策）についても、ここで評価できるこ

ととする。 

 ＜例＞敷地内に、地域の住民も利用可能な自転車専用通路の確保 

    敷地内に、地域の住民も利用可能なランニング・ウオーキングルートの確保 

    敷地内に、地域の住民も利用可能な屋外エレベーターの設置 
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LR3 敷地外環境 

２．地域環境への配慮  
2.3.3 交通負荷抑制                               事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 
 

用 途 事・学・物・飲・会・工・病・ホ・住 

レベル１ 評価する取組み表の評価ポイントの合計値が 0 ポイント 

レベル２ 評価する取組み表の評価ポイントの合計値が 1 ポイント 

レベル３ 評価する取組み表の評価ポイントの合計値が 2 ポイント 

レベル４ 評価する取組み表の評価ポイントの合計値が 3 ポイント 

レベル５ 評価する取組み表の評価ポイントの合計値が 4 ポイント以上 
 

評価する取組み 

評価項目 評価内容 評価ポイント 

I 自転車の利用（代

替 交 通 手 段 の 利

用）に関する取組み 

1)建物利用者のための適切な量の自転車置場（バイク置場を

含む）の確保、駐輪場利用者の利便性への配慮（出し入れし

易さ、利用し易い位置にあるなど） 

１ 

2)その他（記述） １ 

II 駐車場の確保に

関する取組み 

1)適切な量の駐車スペースの確保（周辺道路に渋滞や路上駐

車などを発生させないための措置として） 
１ 

2)管理用車両や荷捌き用車両の駐車施設の確保 １ 

3)駐車場の導入路（出入り口など）の位置や形状・数への配慮

（周辺道路の渋滞緩和に資するもの） 
１ 

4)その他（記述） １ 

 

□解 説 
建物の運用時に発生する自動車利用による交通負荷（渋滞の発生など）を抑制するための取組み内容について

評価する。 

I 自転車の利用（代替交通手段の利用）に関する取組み 

1)では、建物利用者による自動車利用を抑制するための手段として、自転車利用を推進する対策について評

価する。 

2)では、自転車の他、循環バスルートの新設などの取組みを評価する。 

 また、EV、PHV用充電設備の導入については「次世代交通インフラの整備」への貢献としてとらえ、2)で評価し、

取組内容を記述する。レンタサイクルの導入（地域のレンタサイクル事業への駐輪場提供なども含む）もここ

で評価する。 

 

II 駐車場の確保に関する取組み 

1)では、建物利用者が利用する自動車を敷地外に路上駐車させないよう、適切な駐車スペースを確保する

ことを評価する。 

2)では、建物運用に関わる管理用車両やサービス車両（維持管理・メンテナンスサービス車両、搬入・搬出

車、宅配車、ごみ収集車等）を、サービス時に敷地外に駐停車させないよう、適切な駐停車スペースを確

保することを評価する。 

3)では、建物駐車場の出入りを円滑にし、出入り口付近で自動車が渋滞にならないようにする取組みを評価

する。 

4)では、カーシェアリングの導入の取組を評価できる。なお、EVカーシェアの場合は、ⅠとⅡの両方で評価で

きる。 
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